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序 文

秩田城跡の今年度の発掘調査は、昨年度に引き続き貴重な遺物、

遺構が発見されました。

漆紙文書では、 「鮒形駅家」名のある害状、古代から使用されて

いた麿=具注麿、そして国司の上級官である守、介 2名の連署のあ

る解文の発見は、電*田城=国府説を有利に導く貴重な資料となるな

ど新聞、テレビ等マスコミを大いに賑わしました。この解読作業に

は、今年度新たに導入された赤外線テレビカメラが大きな威力を発

揮し、今後の調査研究にも期待がもたれています。

7月には、不幸にして放火が原因で秋田県護国神社が全焼しまし

たが、その跡地の発掘調査では、奈良 ・平安時代の建物跡や竪穴住

居跡などが発見され、政庁の北側の様子が明らかになりました。

また平成元年度に着手した環境整備事業も、 2年次を迎え本年度

は古代井戸跡の覆屋や案内板、説明板、公園灯等を設置し、史跡公

園としての設備も徐々に充実してまいりました。

今後も皆様方のご指導を得ながら、調査研究、そして史跡公園造

りに努力してまいりたいと考えております。

最後になりましたが、発掘調査、環境整備事業にご指導、ご協力

をくださいました文化庁はじめ諸先生、諸機関にたいしまして心か

ら感謝申し上げます。

平成3年3月31日

秋田市教育委員会

教育長長門伸 一
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例 言

1.本報告書の執筆、 編集は、小松正夫、臼野久、西谷隆、松下秀博があたった。

2.遺物の実測、 トレースは、小松、 日野、西谷、松下の他、矯助員の石塚信子、斎藤尚子、桑原

愛子、土田ミエ、富樫キヨ子、古紙レツ子があたった。

3.遺構写真は日野、西谷、遺物写真は西谷が担当した。

4.漆紙文書、墨書土器の解読は、国立歴史民俗博物館教授平川南氏、東北大学文学部助教授今泉

隆雄氏の指導を得た。

5.出土獣骨等については、国立歴史民俗博物館助教授西本豊弘氏に鑑定をお願いした。

6.出土昆虫遺体については、秋田県農業試験場科長佐藤福男氏に鑑定をお願いした。

7.出土鉄製品の錆取りについては、東北歴史資料館の協力を得た。

8.発掘調査では上記の他に諸氏及び関係機関から指導、助言を得た。記して感謝したい。

新野直吉、岡田茂弘、渡辺定夫、進藤秋輝、宮本長二郎、牛川喜季、佐々木茂楠、古川雅清、後

藤秀一、狩野久、河原純之、増淵徹、問中哲雄、加藤允彦、面山千岳、文化庁記念物課、宮城県

教育委員会、多賀披後調査研究所、秋田県教育委員会、東北歴史資料館、 (敬称略 ・順不同)

凡例

遺物

1.土器断面を黒く塗りつぶしたのが須恵器である。

2.土器の性格の相違は下記のスクリーソ卜ー γで表現した。

黒色処理

漆容器

議題襲転用現

3.調整技法、切り厳し等の表記は下記の如くである。

0回転ケズリは削り調整と記載。回転以外の調整はその都度別記。

O回転へラ切り、回転糸切りは、各々へラ切り、糸切りと記載。回転以外の調整はその都度別記。

Oロクロ等広い意味の回転を利用したカキ回調整は、ロクロカキ目調整と記載。

。切り離し、粘土紐、叩き痕跡等、成形時痕跡の消滅を最終目的としない軽度な器面調整痕跡は、

軽い撫で調整と記獄。

4.実視IJ図、写真図版の縮尺は、特記のあのもの以外はすべて 1/3である。





I 調査の計画

平成2年度の発掘調査は、第54次、第55次調査を実施した。

発掘調査事業費は、総事業費(本体額)1，400万円のうち国路補助額700万円(50%)、県費補助額

350万円(25%)、市費負担額350万円(25%)である。

調査計画は、下記の表lの如く立案した。

表 I 発掘調査計画

調査次数 調 査 地 区 発掘面積m'(坪) 調査予定期間

第 54 次 鵜ノ木地区北西部 1，OOOm' (303) 4 月 10 日~ 7 月 31 日

第 55 次 大畑北部 1， OOOm' (303) 8 月 1 日~10月 31 日

計 2，OOOm' (606) 

昨年度実施した第54次調査は、外郭の東門跡とそれに隣接する大規模な湿地状の落ち込み内から

200点を越える木簡と数点の漆紙文書が検出され大きな成果を得た。しかし多量の遺物と予想以上

の深く 、厚い包含層のため調査が大幅に遅れたことから文化庁記念物謀に現地指導を仰L、だ。その

結果、次年度も継続調査することが望ましいとの結論に達したことから今年度も同地区の調査を実

施することとなった。

今年度第臼次調査は、湿地状落ち込みの掘り下げと、調査区の荷、東側を一部拡張して実施した。

その結果、落ち込みは築地構築に伴う土取り穴であることが判明し、その埋土から多量の木製品、

土器と共に60点を越す木簡と30数点の漆紙文書が出土した。また平坦部では、昨年度に続き下層か

らも多くの竪穴住居跡が検出された。

第55次調査は、大畑地区東部(東門北地区)の計画であったが、7月に放火によって消失した秋田

県護国神社の改築に伴う現状変更申請 ・教文一793(平成2年9月28日付け)によって緊急調査を実

施した。その結果、旧本、拝殿建物の下部からは奈良 ・平安時代の掘立柱建物跡1棟、竪穴住居跡

16軒が検出された。

向調査地は、政庁北側に隣接する重要地域にあたるため、2月に文化庁記念物課の現地指滋を仰

いだ。

平成2年度の発掘調査実施状況は下記表2の如くである。

表2 発掘調査実施状況

調査次数 調 査 地 区 発掘面積m'(坪) 調査予定期間

第 54 次 鵜ノ木地区北西部 1，115m' (338) 4 月 9 日 ~12月 11 日

第 55 次 緊急調査 (護国神社跡地) 810m' (245) 11月 20 日 ~12月 20 日

言十 1， 925m' (583) 

10月には、第54次調査の現地説明会を開催し、300人を越える参加者があった。
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第54次発掘調査II 

調査経過

第54次発掘調査は、昨年度の調査地を継続して実施した。

調査地は昨年度検出の外郭東門の南地区で、昨年度の段階では他に外邦築地塀、同材木塀(布掘

り構)、掘立柱建物跡2棟、竪穴住居跡22軒、 SGI031湿地などの遺構を検出している。また出土遺

、20の土師器、須恵器、赤褐色土器、瓦の他に r(出羽岡)大帳案」峨漆紙文物としては、多

点の木簡などの出土があった。特にSGI031湿地からこれら木簡の他に多種類の木製品、獣骨、極

子顕などの出土があった。

しかし昨年度は、SGI031湿地がさらに南に延びていたこと、湿地の底面までまだ厚い土層が認

められることなどから附査を途中で終了し、本年度に丙調査を突施することとした。そのため、昨

これ年度の続報では遺物と遺構の報告を14層とした外郭1II期材木塀構築時の粘上整地層までとし、

以下の府に関わる遺物、遺構については、外郭施設にのみ限って言及することにとどめた。

本年度は、 SGI031湿地の南への広がりとその形成過程の追及、湿地内に堆積した土師と外郭の
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変遷との関連、各土府内の出土遺物、特に出土土器の様相を明確にすることを目的に突絡した。
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調査面積は、 1.115cm(338坪)である。

調査は、昨年度調査終了後に危険防止、遺構保護のため一時的に埋め戻した土砂の除去から実施

した(4月9日)。その後、湿地の南への広がりを追及するため設定した調査区を表層のグラウソド

造成土層から耕作土まで排土していった(4月24日)。

旧耕作土下層は、3層賞褐色砂層となる。この層は、SG1031湿地を整地した古代の砂層で、湿

地の鐙地を中心に堆積している。したがって、窪地の範囲外では下層の褐色砂が露頭している状態

であった。この面でSA1044とした直径20......4()cm、深さ30......4Ocmの小ピッ ト群を検出したが、配置

に規則性がなく建物として組み合うものはなかった。小ピッ ト群の調査終了後、 3層(貧褐色砂層)

を除去していったが、SG1031湿地の中心に向かつて深くなる鍋底状の堆積状況となっていた。

次に外郭線まで調査区を拡張し、 3層貰褐色砂層、 7層焼土 ・炭化物層と上層から順次掘り下げ、

遺構を確認していった。3層貰褐色砂層面では、 W期外郭施設のSA997A材木塀の材の抜き取りと

考えられる南北絡を(5月9日)、7層を除去した褐色砂層面では、SIl045.1046竪穴住居跡、SK106

8土城、 SX1014焼土遺構などを検出した(15日)。

検出したこれらの遺構の平面実測、写真撮影を実施した後にSA997A材木塀の抜き取り締を追及

するため、北東部外郭線沿いに調査区を拡張していった。SA997A材木塀の放き取り溝は、平面で

は直線状でなく 、東西に出入りのある状態で連続していた。

SG1031湿地の南鉱張部分では、 SIl045、1046竪穴住居跡の確認面11......12層を除去し、SGI031湿

地内は、14層の粘土整地層を表していったが、この14層の堆積もSGI031湿地の謹地の範囲内にと

どまり、SI1045、1046竪穴住居跡のある高位部まで至っていないことが確認された。12層を除去し

た段階でS11047、1048竪穴住居跡を確認、この竪穴住居跡の確認面の褐色砂層は、 15層と判断され

た(24日)。

外郭SA997A材木塀は、t友き取り務埋土(貰褐色砂)を掘り下げ精査したと ころ、総底面にて一辺

20......3Ocmの方形、長方形の角材の痕跡と考えられる灰白色粘土の土質の変色が密接したり、30......50

cm 間隔で検出された。このことから、材木塀は角材を連続して立て並べた施設であったと推定され

た(25日)。

SA997A. B材木塀(布掘り務)、SF1000A.B築地塀の土層を明確にするため外郭線を東西に切

る状況で、 卜レ ソチを幅約 1mで設定し、基盤粘土層(寺内層)まで掘り込んだ。結果、SA997Aは

材を埋める布鋸り溝のほとんどが敏き取りによって綴されていること、また抜き取りの深さは、最

深部で約2mほどになっていることなどが判明した。SA997Bについては、布掘り溝がSFlOOOB築

地積み土を切り、遺存している深さが約1m、断面U字状の掘り込みで、抜き取りや材の痕跡につ

いては明確でないこと、SF1000B築地崩綾瓦層とSA997B材木塀の聞には、焼け面が形成されてお

り、外郭II期SF1000A築地の時期に外郭施設周辺に火災があったことが判明 した(29日)。

南鉱張区が15層に至ったので、昨年度竪穴住居跡を集中して検出した調査区西部、北部地区も15
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層面までの土層を11.......12層から順次除去していった。結果、 SI1049、1053竪穴住居跡を検出した

(6月11日)。

外郭外の隣接部についての調査は、西外郭線第52次調査で外郭W期かそれ以降と考えられる大溝

が確認されていただけで外郭の外側の状況については不明であった。そこで外郭の外側にも閥査区

を肱張し梢査したところ、外郭に沿って約3m幅に平坦面を残し、その東側の基盤紡土闘を深さ約

4m削り取ったSD1078大穂状の掘り込みが確認された。また、 S01078の東には堅〈突き固められ

砂質土が互層状に堆積している部分が認められ、道路状遺備の一部とも考えられた。ただS01078

の時期については、第52次の大溝と類似しているものの、爆土からの出土遺物がなく時期について

は不明である。

SGI031湿地南側鉱強部分については、埋土の12、15層の排上を順次実施して16層(スクモ最上層

の黒褐色粘土問)を表していった(15日)。

昨年度もこの土層から木簡、木製品、須恵器などが多量に出土していることから、主な出土遺物

については出土地点とレベルを測定してから取り上げを行なっていった。並行して南側調査区では、

15層を排土した直下の砂層面にてSI1052、1054、1067竪穴住居跡を確認した(20日)。

SGI031湿地の昨年報告の14層(整地粘土問)以下は、 15凪褐色砂(策褐色砂)、上陪スクモ、下回

スクモ、 45・46粕土層、上位木俊樹、 48・49層、 50.......55層、下位木炭層、崩壊土、瓦層、土取り覆

土(200.......203層)、土取り製土という大きな層区分が可能であるが、昨年度の調査は一部下層スクモ

の下層の45・46層まで掘り下げた段階で終了 している。したがって南肱張区も順次この区分に沿っ

て45・46粘土層面までスクモ胞を掘り下げていった(6月]6臼)。またSGI031湿地北側では、築地

の崩綾瓦が一部露出していることが確認されたため、この瓦府の上位の土層を前述の区分に従って

除去し、瓦層を表す作業を開始していった(28日)。

45・46層上のスクモ層からは、昨年度と同様木筒、木製品がまとまって出土した。45・46層は厚

い粘土隔であり、断面観察では外郭11期の築地機築面と考えられる粘土面に連続することから、 H

JtlIの築地造成に伴う土層と考えられた。南鉱張区が全体に45・46層となったため、この土問の除去

作業にはいった。

この45・46層を外郭方向に排土していったところ、直径5.......1UCmの打ち込み杭に柴状の小伎を絡

ませた土留めしがらみSAI036、SAI076杭列などを検出した。またこの屈の下宿、 47層上位木炭層

としたフイゴ羽口、鉄浮などを多量に含む層から7点の漆紙文書がまとまって出土した(7月12日)。

漆紙文書は、上位木炭層がSGI031湿地の中央に向かつて傾斜する面に沿って出土していること

から、この土層の堆積時に南東方向の高位部から一括して廃楽されたものと考えられた。翌日 7月

12日にも 7点まとまって出土した。

昨年度4つ折りの状態で出土し、「由状jと判明した漆紙文魯もこの一括廃棄されたものに辿統す

る土凪からの出土と判明した。なお、この漆紙文書については、 7月9日記者発表を行ない一般に

- 4 
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公開した。後日、まとまって出土したこれら漆紙文書を赤外線テレビカメラで解読作業したところ、

天平宝字三年二月の「具注暦」と天平宝字の年号と出羽国司の守小野朝臣竹良、介百済玉三忠の自

署のある「解」の文響力:含まれていることが判明した。漆紙は最終的に昨年度のものも合わせて約

30点を数える。

上位木炭層を除去し、さらに下層の48~55層まで順次掘り下げていった。 48~55層は、湿地中央

ではほとんど消失し、湿地の沿部のみに堆積する砂層中心とする土層であるが、 52層はスクモ層で

木筒、木製品の出土があった。また55層は暗灰褐色粘土層で、この層からは獣骨、幽物、 刀子など

の出土があった。

56層は、下位木炭層としたフイゴ羽口、鉄F撃を含む層で湿地中央では、47層上位木炭層と区別す

ることは困難であった(31日)。この56層とした下位木炭層の下層には築地の崩綾土と崩壊瓦層があ

り、さらに下に約 1m以上の砂層を中心とする200~205層とした土層の堆積が認められた (8 月 2

日) 。 なお200~205層は、 調査現場での仮土層名であったが、遺物の注記などに使用しておりその

まま報告書でも使用することとした。 したがって57~199周の土層は、 実際には存在しないもので

ある。

56層下位木炭層の下層の築地崩綾土と考えられる粘土層を除去し、全体に崩壊瓦を表していった。

瓦層は 、 SGI031湿地の謹地に堆積した200~205層上に外郭線に沿う状況で検出された。 瓦の分布

は、盆地の縁部と中央部では、約3mの比高差があり、この段階で外郭側の湿地縁部では基盤粘土

層(寺内層)が露顕した(3日)。

瓦の分布が、SGI031湿地の東側グリッド内に止留まっているため、この地区を除いて瓦層下層

の2∞~205層の掘り下げを行なったところ 、 基盤粘土層を深さ約2~3m掘り取った連続した円形、

精円形の土取り穴を検出した。このことから湿地は、土取り穴に土砂や築地崩壊土、雨水が流れ込

み、ここに不用な材や木屑、籾殻など縞物質のものが廃棄されてスクモ化したものと判断された

(9日)。

瓦層は、下層にさらに古い崩壊土、瓦層が認められないことから I期、創建築地の崩壊瓦と考え

られ、土取り穴は創建築地;構築に伴う粘土採掘によるものと判断された。

土取り穴に堆積する200~205層などの土層は、 200~203熔までが瓦片を含むもので、土取り壁面

上位まで堆積範囲が延びているが、204、205層から下層の土層は瓦片を含まず、 土取り壁面で堆積

が止まっていることから 、 200~203層までの土層は土取り覆土、 204 、 205層以下の土層は土取り埋

土と分けて掘り下げていった。

土取り埋土に埋没した状態で樹皮の付着したままの材木や、芯の部分だけでも直径1m以上の大

木、加工された板材などが多量に投げ込まれた状態で土取り穴埋土から出土した。また、 土取り穴

埋土を除去している段階で明り抜きの桝が出土した(20日)。樫土内の材は、いずれも人為的に切断

された痕跡を残しており、創建築地構築時に伐採された立木や、建物の用材で不用になったものな

-7-
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どが投棄されたものと考えられた。

土取り穴は東西約15m、南北約25mの長楕円形の範閤であり、砂質の埋土によって壁面が埋まっ

た個所では、掘削工具の鋤の痕跡が良好に遺存していた。また掘削工具の鋤そのものが、金属部分

を取り外し、捨てられた状態で底面に接して出土した。その後も鋤は2本出土し、最終的に土取り

穴からは3本の出土があった。土取り穴覆土、製土の除去は最終的に10月2日まで実施し、その問、

土層断面図の作成、写真織影を実施した (9月19日)。

土層断面用畦の除去作業中、 9月25日には漆塗用の刷毛が54層から出土し、付近に漆工房のあっ

たことを示す資料を得ることができた。

土取り穴埋土をすべて除去し、底面を表した段階では現地表面から約7.5~8mの深さに至った。

土取り穴の調査が機略終了したため、調査を高位部の竪穴住居跡の検出した地岐にもどし、下層

の遺構の調査にはいった。

北側の地区では、地山飛砂層面にて重複するS11058、1059、1060竪穴住居跡を、また西側の地区

では、地山飛砂層直上の暗褐色砂層、炭化物混じりの貰褐色砂面にてS11056、1057、1061竪穴住居

跡を、またSX1070とした畝状の東西溝が 5--6 条、 40~6()cm間隔で検出した。

10月11日には、 SG1031湿地出土の獣骨類鑑定を依頼した国立歴史民俗博物館の西本重量弘氏が来

秋し、翌日鑑定結果を記者発表した。

竪穴住居跡等の調査終了後、土取り穴を除き平面実測を10月6日--17日まで実施し、並行して外

郭東門の東側地区の表土除去作業を行なった。

調査区全体のほぼ最終的な遺構が明確になった段階で、 10月20日には、 一般を対象に現地説明会

を実施した。参加人数は320名であった。

現地説明会後、竪穴住居跡検出地区でさらに下層に、あるいは重複する遺構がないか調査したと

ころ、北側地区ではS11058床面下とS11055西で各々S11062、1侃6竪穴住居跡などを検出した。また

西側の地区では重複するSI1063、1065竪穴住居跡、南側地区ではSA1037とした3本の柱列、鍛冶

炉と考えられる焼土遺構SX1071、1072、1073などを検出した。

また最終の地山面にて南北方向に走り 、 ~tで東に振れるSA1038、 1039、 1040柱列、東西方向の

SA1041、1042柱列、 SD1076、1077溝などを検出した。

10月31日には、全体写真、各遺構写真撮影を実施し、引き続き土取り穴、未実測の竪穴住居跡の

平面実測、土取り穴土層断面図、調査区壁面土層断面図の突狽11作業を実施し12月11日にすべての調

査を終了した。

なお、この間11月20臼からは、第55次調査とした護国神社社殿新築に伴う現状変更の事前調査と

並行して調査を実施していった。

2) 基本層序

- 11ー



第54次調査地の土層を昨年度調査分のものと合わせてみてみると以下のようになる(第6、7図

重量照)。

1膚 グラウンド造成土

2膚 旧耕作土

3層 黄褐色砂層

4膚 褐色砂層

5層 暗褐色砂層

6膚 赤褐色粘土層

7層 焼土・炭化物膚

8層 黒色砂層

9膚 灰褐色砂層

10層 褐色砂層

11J冒 暗褐色砂層

12趨 灰黄褐色砂層

13層 赤縄色粘土層

14層 反(黒)褐色粘土層

15層 (黄)褐色砂層

16膚 黒褐色粘土層

17層

上層スクモ層

29層

i 下層スクモ層

:南東地区で厚さ約2m

:近世以降の陶磁器出土。昭和15年までの畑。

:古代の層でSGI031湿地の最終的な整地砂。SB999建物跡の;機築

面でSBl∞1建物跡、 SA997A材木塀の抜取り面
: SGI031湿地北、西地区で認められる赤褐色土器の遺物包含層

向 上

: SB1∞1建物構築に伴う薄い粘土整地で、この建物周辺のみで確認

:調査区中央から南部にかけて地区全体に認められる赤褐色土鴇・を

多量に含む土層で、 SBI00l建物跡、 SA997A材木塀、 SB998A外

郭東門等がこの層面に営まれている。

: SGI031湿地の沿部のみに堆積する自然堆積層

向 上

: SGI031湿地内から全体に認められる土層、 SI1∞2、1023などの
竪穴住居跡の検出面

同

同

上

上

: SB998B外郭東門、 SA997B材木塀の構築面で、 SFIOOOA築地の

崩腹土。外郭線付近のみに堆積。

: 13婦と本来同ーの土層。SGI031湿地の整地粘土層で、 SGI031湿

地の趨地内に堆積。

: 1O~12層と同様、 SGI031湿地から全体に認められる炭化物の混

じる砂層でSIl047~1055などの竪穴住居跡の検出面。

: SG1031湿地のスクモ層最上婦の粘土層。粘土主体にスクモを含

み木筒、木製品などが出土している。

: SGI031湿地スクモ層の上層部分の土層で、砂層、粘土層が互層

状に堆積している。18層、 20婦には多量に籾殻が混入し、 19層か

ら炭化米、 27層にあたるレベルから 「延暦十三年Jの紀年のある

木簡が出土している。また29層からは加工材の木屑が多量に出土

している。

:下府のスクモ、砂崩、粕土嗣が主体で木筒、木製品は31、36、37、

39層からの出土。 r延唐十年」の紀年のある木簡は出土レベルか

- 12-
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44層J
45・46層黒褐色粘土層

灰黄色粘土層

47層 上位木炭層

む

粘

含

・

層

を

砂

炭

モ

色

木

ク

褐

層

位

ス

黒

土

下

、il-tr
i
ノ

層

i

層

層

oa

t
-

P3

FO
 

aa守

P3

r

3

築地崩寝土層

瓦 層

2∞層1 土取り穴覆土

I >-(SK=SGI031) 

203層J

204層 土取り穴埋土

(SK=SGI031 ) 

地山飛砂(粘土)層

ら39層からの出土と考えられる。

:下宿スクモ層の直下に位置する堅い結土層である。SGI031湿地

全体に認められるが、西部分では確認できなし、。 外郭H期築地の

trrn表面と連続する土層である。
:湿地中央ではスクモ層となる。多量に木炭、フイゴ羽口、鉄俸を

包含する層で、天平宝字年間を中心とする漆紙文書がまとま って

出土した。

:上位木炭層と下位木炭層の中間に位置する土層で52層はスクモ層、

54層がスクモ、木製品を合む粘土凪である。黒褐色砂、黒色粘土

を主体としている。

:木炭、フイゴ羽口、鉄俸を包合する砂層で、東側、外郭付近では

消失している。湿地中央では上位木炭層と密接している。

:下位木炭層下層に認められる粕土層で、下層に崩壊瓦を含む。倉IJ

往築地の崩壊土と考えられる。

:幅約3mで築地に沿って多勉の丸瓦、平瓦を検出している。湿地

中央部では、 土取り穴底面から50~6Ocmほどの上位の簡である。

:瓦陪の下層の土取り穴を覆う状態で堆積している砂崩を主体とす

る土胞で瓦の小片を含んでいる。201府はスクモ層となっている。

:土取り穴に埋まり込んでいる上隔で、瓦片を含んでいなし、。材木

や枝、加工材を含み、砂層を主体とするが下層では粕土、スクモ

府となっており、粘土掘削に使用された鋤が3本廃棄された状態

で出土した。土取り壁面に工具痕跡が良好に遺存していることか

ら、土取り直後に自然に雄まった土層と考えられる。

:地山の賞褐色砂の飛砂層で、SKI031土取り穴東部、 SFIOOOB構

築部分では、飛砂が取り除かれて基盤紡土層(寺内層)が露出して

いる。SK1031土取り穴は、地山飛砂層から掘りまれており、下

風の粕土層を掘り取っている。 SIl058~ 1侃0、 1062~ 1侃6竪穴住

居跡、 SA1037~1040柱列、 S01076、 1077溝は、 この面で検出し

ている。

3) 検出遺構と出土遺物

昨年度の続報では検出 した遺併について、確認された遺憐簡を新しい順に以下4区分を行ってい

- 17-



る。

(A、黄褐色砂層面遺機〕

(8、焼土・炭化物層面遇制摩〕

(C、灰黒(褐)色粘土整地上層遺構〕

(0、灰黒(褐)色粘土整地下層遭梅〕

本年度はさらに (E、地山飛砂層面遺稿〕 を加え計5区分の遺構面となる。A、B、C各遺構面

については昨年度報告しており、本年度はD、E遺構面の報告が中心となるが、既報告の遺構につ

いても新たな知見を得たものについては昨年度と重複するが報告した。なお、各遺構と土層の関係

については前項の基本層序で簡単にまとめてあるので多照されたい。

(A、黄褐色砂層面遺織〕

SA997 A抜き取り溝 (第3、5、7図・図版11、12)

外郭W期SA997材木塀の材を抜き取るために掘られた溝で埋土には貰褐色砂が入り込んでいる。

上面で幅が約0.5m~1. 5mと出入りがあり 、 底面では抜き取られた材の痕跡が遺存しており幅約20

cmと狭くなっている。この材の痕跡は同一レベルに整然と並ぶわけではなく約加-3Ocmの高低差が

ある。絞き取りの深さは確認面から約1-1.2mであるが、調査区地北東の拡張部分付近では約2

mの深さを計る。材埋設の布掘り溝は上部ではほとんどこの敏き取り溝によって壊されており、底

面付近がわずかに遺存しているだけである。

SA1044ピット群 (第4図)

南拡張区で検出した直径20-4Ocm・深さ30-4Ocmの黒色砂を理土とする小ピット群である。規則

性のある配置をとるものがなく建物として組み合うものではない。

SA1079-1082土繍 (第4図)

幅約60cm、長さ約1.5-2mの土績が南北に並んで確認された。埋土は小ピッ ト群と閉じ黒色砂

を主体とするもので深さは約30-4Ocmで、東西の端部および中央がわずかに深くなっている。

(8、焼土・炭化物層面遺織〕

SA997 A材木塀 (第3、5、7図 ・図版11、12)

外事~N期の材木塀埋設の布掘り溝で、妓き取り構によって上面は綾されている。 底面付近では埋

土がわずかに遺存しており、抜き取られた材立ち上がりの痕跡が認められる。立ち上がりの認めら

れない部分でも土質が灰背色に変色し、 一辺20~3Ocmの方形、 あるいは長方形の d~ 

腕となっており、部分的に連続しているところもあることから角椛立てが =守安 ω0)

た施設と考えられた。また抜き取りの深さが約2mを計る部分もあることから、 (' "¥ I 

これ以上の長さの角材が使用されたものほえられる。~~ ¥¥ 
SA997A出土遺物 (第8図・図版23) ~匡=--

須恵器:亦・ へラ切り無調整で底部に判読不能の昼寝がある。第8図 S A997A LJ二一γ
布掘り総出土遺物
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(C、灰黒(褐)色粘土整地上層遺構〕

この遺構面では昨年度、 22軒の竪穴住居跡を検出しているが、今年度も南鉱張区でこの遺構面に

入るS11045、S11046竪穴住居跡などを検出している。住居跡については別項でのべる。

SA997B材木塀 (第3、5、7図・図版11、12)

外郭III期材木塀の材埋設のための布掘り溝である。材の痕跡及び材の抜き取りなどについてはS

A997Aと重複しており、明確でないが同ーの施設と考えた。遺存状況の良好な部分で幅1.5m、深

さ1.2mを計り、掘り込み面もSA997Aより下層からの掘り込みとなっている。SF1000B築地積土

を大きく製して掘り込んでおり、埋土は粘土を主体としている。

SA1043柱掘り方 (第5図)

SA997Bの構築面と考えられ13層粘土層上面で確認された柱掘り方で一辺約6()cmの方形、深さ約

5()cm、直径25cmの円形の柱痕跡が認められる。昨年度検出したSA1032柱列西掘り方の約1.2m北に

位置しており、これと組み合うものと考えられた。

SK1068土犠 (第4図)

S11045竪穴住居跡の南で検出した重鎮する土績であるが性格については不明である。

(D、灰黒(褐)色粘土整地下層遭縫〕

外郭m期材木塀(SA997B)構築に伴う整地粘土14層より下層の15層からII期築地構築面に連続す
る45、 46粘土層までの遺構を本遺構面にまとめた。 検出したSI1047~1056竪穴住居跡については別

項で述べる。

SF1000A築地 (第3、5、7図・図版11、12)

築地積土そのものは遺存してないが、 13、14層整地粕土を築地崩嬢土を利用したものと理解した

ことと、創建築地崩壊土の上層でSA1036しがらみの杭列と築地織築面と考えられる焼面、焼土問

を検出したととからH期築地の存在を推定した。崩捜土及びその整地粘土とした13、14層からは崩

綾瓦と考えられる瓦の集中的な出土がないことから瓦葺きであったという積極的な根拠にかける。

あるいは板葺きであった可能性も考えられる。

SA1036土留めしがらみ杭列 (第4図 ・図版10)

SG1031混地南拡張部分で検出した打ち込みの杭列である。 0.7~1. 4mの間隔で下端を削った直

径約 5~7cm、長さ約 60cmの樹皮の付いた杭に細い枝を絡ませて土留めのしがらみとしている。

杭に絡ませた枝は2段のみ遺存しているだけで上部は消失している。このしがらみの下層で I期築

地の崩壊瓦層を検出しており、しがらみはII期築地に伴うものと考えられた。

SA1076杭列 (第4図・図版6)

直径5~l()cmの丸杭を 6 本打ち込んだ杭列である。 5 本は不規則ながらも一直線に並ぶが 1 本は

離れた位置にある。性格は不明である。

SA1041，1042ピッ ト列 (第5図)
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ほぽ東西の軸線に乗る 2本のピット列である。間隔は

3-4.5mと不規則で、ピットは直径約30cm、深さ20-

30cmを計る。住居跡地区を区画するような施設が推定さ

れる。

SX1070畝状遇制摩 (都5図)

Sl1049-1052竪穴住居跡の確認面15層を除去していっ

た段階で検出した。東西の調査軸線とほぼ方向を同じに

して40-6Qcm間隔で深さ約2()cm、幅約30cmの溝が5-6

1 ( 4 -401) 

2(4-402) 

条認められる。古代の畑の跡とも考えられる。 '¥.一一一一一一-ーー 3(4-403)
1 . 2. S A 1039:11 1: 0 t .) - ~:. 

SX1071-1073焼土遺織 (第5図) 3， S X 1071:1¥上

小鍛冶の炉跡と推策された焼土遺構である。直径2()cm tr. 9 I:i<I S A 1039n列 ・SX 1071 

の鍋底を呈する焼面と木炭の厚く堆積した落ち込みが認められた。 焼 L'.iIt桃山七遺物

SXI071出土遺物 (那9閣・図版23)

須恵器 :杯(3 )・へラ切り後縫い撫で調整を施す。

SG103l湿地(SK1031土取り穴) (第3、5、7、10、44、45図 ・図版4-8、11、13-15)

昨年度より検出している湿地であるが、底面までの調査が終了しなかったため、人為的なものか、

自然によるものか、湿地の形成された原因が不明であった。また、出土遺物についても14層とした

外郭JJI期材木塀SA997B燐築時の整地獄土までの報告に止めた。今年度は15層以下の混地内堆積土

を順次除去し、遺物については各土層ごとに平面実測、レベル測定後取り上げを実施した。調査の

結集、創建築地に伴う粘土採掘の土取り穴に土砂、雨水などが流入し湿地となったこと、またスク

モ化した組物質のものは人為的に廃棄された立ち木、加工材、削り府、籾般などを主体とするもの

で、s1J姐時からH期築地土塀の存続期間内に堆積しており、特にII期築地の時期に厚い堆積層を形

成していることなどが判明した。木筒、木製品のほとんどは上層スクモ、下層スクモとしたII期築

地の地積層から集中的に出土しており、上層スクモから 「延暦十三年J、下層スクモからは 「延暦

十年Jの紀年のある木簡が出土している。しかし、木筒、木製品は、天平宝字年間を中心とする漆

紙文魯の出土のあった47層(上位木炭層)および、その下層の54局、土取り穴覆土、埋土(205層)な

どからも出土している。とくに47陪(上位木炭層)から昨年4つ祈りの状態で出土した直径約27cm、

漆のフタ紙の形状を良〈遺存している漆紙文書は、赤外線テレビカメラの解説の結果、ほぽ完全な

形状を残している 「書状」であること、内容的には裏面に 「介御館務所」と宛名が、また、 「竹総

状」と発日者名が密かれ、帯封によって封印されたもので、書面末尾には 「竹田継OJという人物

名があり、 「鮒形廓家」より発信したものであることなどが判明した。他にも、天平宝字三年二月

の fA注暦J、天平宝字の年号と出羽国司の守小野朝臣竹良、介百済王三忠の13mのある 「解Jの

文書などを合め、約30点の漆紙文書が出土し、秩図披あるいは出羽婦にあった機能を考える上で重
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要な資料を得ることができた。また、54府からは漆塗り用の刷毛が完全な形で、土取り穴埋土から

容量700cc(当時の 1升)の明り妓きの析が出土した。SG1031が形成される原因となった窪地が土取

り穴によるものであると確認されたのは崩駿瓦層を除去した段階であり、地山砂層面から掘り込み

基盤粘土層(寺内層)を掘り取ったことによるものであることが判明した。検出した瓦層はその下層

に他に築地崩綾土、崩壊瓦と考えられるものが認められないことから創建築地の崩捜瓦であり、 土

取り穴は創建築地構築に伴うものと理解された。土取り穴壁面には北、西部を中心に工具の幅約20

cmの鋤の痕跡が明瞭に残っている。埋土の堆積はこのことから掘削後、間もなく埋まったものと判

断された。 土取り穴の掘り込みは径約 3 ~ 5mの円形、楕円形の小規模な土取り穴が連続したもの

で、底面は約 1-..... 1 .5mの高低差で凹凸がある。土取り穴の範囲は東西約15m、南北約25m、深さ

は現地表から約7.5m、飛砂層面からの深さで約3-""'4mとなっている。理E土からは伐採された痕

跡のある立木(樹皮が付着)、加工材、掘削に使用した鋤などが投棄された状態で出土した。

SGI031 (SK1031)出土遺物

15層 (第11図 ・図版33)

須恵器(1 -..... 5) :綜(1、2)・へラ切り後軽い撫で調整を施す。

台付杯(3 )・へラ切り後軽い撫で調整を施す。内面は褐色を呈し、柿シフ'状の物質を塗った物と

考えられる。

蓋(4、5)・天井部はへラ切り後削り調整を施す。4は内面を転用硯として使用している。5は

肩平なツマミを付す。

16層 (第11~13図 ・ 図版33~35)

須恵器(16~41 ) :杯(6-.....30、39、40)・30は手持ち削り調整のため切離しは不明であるが、その他

はすべてへラ切りである。8、9はていねいな撫で調整である。その他は軽い撫て・調整を施す。

16は、底部に iXJのへラ記号がある。17は底部に 「門Jの墨書があるが判読不能である。20は

体部に 「主牛昌」、21は底部に 「大長口」、22は同 「官」、23は体部に i+J、24は底部に 「内j

25は同ニ行にわたって 「佐人 冨」、26は同「厨j、27は同 「口万J、28は同判読不能、 29は同

「浄」、30は同判読不能の盤曹がある。また6-8、10、11、17、20、21、29は内外面が褐色を呈

し、柿シプ状の物質を塗ったものと考えられる。39、40は糸切りで、 39は体部下端に削り調整を施

す。両者とも、胎土、形態的には赤褐色土器と類似する。

台付亦(31-.....36)・全てへラ切りで、34が削り調整の他はすべて撫で調整を施す。35は、台内部を

転用硯として使用している。33は稜状の屈曲を有する。33、34、36は内外面が褐色を呈し、柿シプ

状の物質を塗ったものと考えられる。49は、体端部を打ち欠き整形を加え内面に漆がわずかに付着

することから漆容器(パレッ 卜)として使用したものと考えられる。

台付腕(37、38)・37はへラ切り後撫で調整。38は下半部にケズリ調整を施 し、内外面は褐色を呈
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し、柿シプ状の物質を塗ったものと考えられる。

疏(41)・ま苦肉がやや厚〈、細身の長顕瓶と考えられる。底部は糸切りである。

赤褐色土器(42-48):亦(42-46)・すべて糸切りで、体下端部に削り調盤、さらに45は削り調整が

底部周縁にも及び、底部中心部欠損の状況から苦手孔したものと考えられる。43は底部に 「丁Jの、

また46は底部に 「厨Jの盛聾がある。

費(47，48)・47は糸切り後、体下端に削り調整を施す。48は外面が、 ロ縁部にわずかなタタキ痕

が認められ、顕部より下方はロクロカキ目、内面は一部に手持ちカキ目が認められる他は撫で調整

である。

転用硯(50、51):額融機台付杯の転用硯である。すべて体端部を打ち欠き整形を加えている。

土錘(52-55):55は小型の土錘である。

羽ロ(56):羽口端部である。ガラス質の溶解が認められる。

事干丸瓦 (57):軒丸瓦瓦当である。裏側は転用硯として使用されている。

上層スクモ (第14.......16図・図版36.......38)

須恵器(1 -37) :亦 (1 -26)・1、3はへラ切り後、 1は体下端、 3は底部全面それぞれ手持ち

ケズリ調整を施す。2は底部削り調整のため切厳しは不明である。内面一面に漆が付着している。

4 -26はへラ切り後経い織で淵整を施すが、8-11は特に了軍事である。5は体部に、 17、19、20は

底部に判読不能、 16は体下端と底部。こ「前」、18は 「中J、22は「良J、23は 「佐J、24は f仲上jヵ、

25は「鹿J:fJ，26は 「厨」の墨書がそれぞれ底部に認められる。

台付事事(27-30、37)べ、ずれもへラ切り後底部に軽い燃で調整を施す。28は底部に宇1I託不能、 29

は体部に 「十」の盛留がある。

台付亦(31)・ヘラ切り後底部に撫で調整を施す。

蓋(32-34)・天井部に削り開整を施すが、 34はへラ切り痕が認められる。32は、 X，J平なツマミを
付す。

長顕瓶(35、36)・35は顕省官接合部にしっかりした凸裕が巡る。36は、顕部に6本の沈線が巡る。

転用硬(37):台付亦の転用硯であるが、体端部を打ち欠き、 ミガキ調艶を施している。

土師器(38.......41):郎(38)・非ロクロ。内外面は横、斜め方向ミガキ調盤、内面はfU色処理を胤す。

外面中央部に段を有する。

高島不(39)・非ロクロ。内外面は、積、縦方向のミガキ調整。内面は、黒色処理を施す。台部は、

欠倒。

台付俊椀 (40)・ロクロ使用。外面下半は削り調整、内面は横ミガキ瑚監の他に黒色処理を施

す。

台付.!;f(41)・ロクロ使用。へラ切り後撫で調整を施す。内面は績とガキ調整の他に黒色処理を施

す。
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赤褐色土器(42、43): 42、43は外面下半を手持ち削り調整、内面はカキ目を施す。42は口唇部を小さ

くつまみ出している。

土鍾(44.......46):大型、小型の土錘である。

羽ロ(47、48):両者とも端部の羽口でガラス状溶解部が認められる。
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紡錘車(49):滑石製である。

土偶(50):両手足、頭部が欠損している。

下層スクモ (第17.......20図・図版38.......41)

須恵器(1 .......54) :亦(1 .......34) ・ 1 ~ 3 、 6 ~31はへラ切り後軽い撫で調整を施す。 4 、 5 はへラ切

り後、4は体下端を手持ち削り調整、底部は撫で調整を施す。5はへラ切り後、ていねいな撫で調

整を施す。10は 「集」、12は 「神」、 23は 「鳴」 、24は「品J、25はりIIJ、28は 「慶J、29は

「千」、30は 「御」、31は 「厨上Jの盤書がそれぞれ底部に認められる。また、18は 「大」、21は

「回)IIJの盤脅か:体部に認められる。32.......34は、糸切り無調整である。32と33は体下端部の成形に

特徴がある。34は底部に 「秋閉」の盤嘗がある。

台付杯(35.......43) ・すべてへラ切りである。38は体部下端から底部にかけて、 42は底部に削り調

整が施されるが、その他は撫で調整のため初期の調整が認められなし、。43は器高が高くコッ プ状を

呈するものと考えられる。

蓋(44.......50)・44、46はへラ切り後、44は天井部削り調整、46は撫で調整を施す。45、47.......50は天

井部削り調整のため切離しは不明である。47、48は土器形態、焼成、ツマミ形態等が酷似する。50

のツマ ミには判読不能の盤将がある。

蛍 ・瓶(5]、52)・51は、頭部の短い薬蜜と考えられる。52は、頭部が欠損しているが長頚瓶と考

えられる。台部は外方にふん張り、肩部が鋭角に屈曲する。

高均二 (53、54)・両者とも脚部である。53は脚部中央に 2本の枕線が巡り、台端部の成形が長顕

瓶の口唇部と額似する。また亦部見込には 「内」と考えられるへラ寄きがある。

円面硯(55):脚部の高さは不明であるが、内側に入り込んだ位置に取付けられ、透しは4個所と考

えられる。

土師器(56.......58): 56、57は非ロクロ、内面黒色処理である。56は小型亦である。56の外面は体部ミ

ガキ調整、体下端から底部にかけて手持ち削り調整、内面は放射状のミガキ調整を施す。57の外面

は、手持ち削り調整の後に ミガキ調整を施す。内面は、積、斜めミガキ調整である。58はロクロ使

用と考えられる。休部はミガキ調整、体下部から底部にかけて全面手持ち削り調整のため切離し等

は不明である。内面には漆がベ ットリ付着している。

赤褐色土器(59):小型饗である。糸切りで体下部に小さく手持ち削り調整を施す。

増塙(60):器肉がぶ厚く、内面に厚く鉄分が付着している。ロ縁部の一函が凹み、注ぎ口と考えら

れる。

羽ロ(61、62): 61は基部、62は端部である。

土錘(63):小型の土錘である。

不明土製品 (64): 64は、瓦片を約2cm程の円柱状に加工したもので用途は不明である。

砥石(65):上部に斜め方向に小孔を苦手った砥石で、 4面使用している。
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下層スクモ (39層のみ) (第21図・図版42)

須恵器 (1-19):綜(1 -13)・1、2は底部手持ち削り調整のため切離し不明である。2は体部

下端にも手持ち削り調整が施される。内面口唇部に油煙が付着し、灯明皿と考えられる。3-1Hま

へラ切り後軽い撫で調整を施すが、 3はかなりていねいに行っている。9は判読不能、 11は「専J

の盤曹がそれぞれ底部に認められる。12、13は糸切り無調整で同形態を呈する。

台付罫(14-16)・すべてへラ切りで、 15は台内部に削り調整を施す。14の底部に 「官」の墨書が

ある。

蓋(17、18)・天井部の削り調整のため切離しは不明である。17のケズリ調整は回転利用であるが、

工具のアテ方により波打った状態の痕跡である。

高亦(19)・脚部で端部はわずかにそり返る。

45・46層出土遺物 (第22-29図・図版43""48)

土師器(1、2):杯(1 )・手控ねで、底部は木繁痕、非黒色処理でるる。

蓋(2 )・内外面をきめ細かい磨き調整した後に、黒色処理を施している。

須恵器(3 ""89) :杯(4 ""52)・4は底部削り調整のため切り離しは不明である。底部に 「御酒」の

墨書がある。 5""9はへラ切り小型の杯で、5、7、9は底部にていねいな撫で調整を施す。10""

- 35-



1 ( 4 -572) 
2 (" 573) 

:~ (4 -574) 

4(4-575) 5 (4 576) 6(4 -577) 

7 ( 4 -578) 
8 ( 4 - !i7~) ) 

9 (1 580) 

/ 

10( 4 -581) 

司-. .... 
a司・圃・園田園F

》長
1 J( 4 -582) 

12( 4 -583) 13( 1 5制)
14( 4 585) 

竺竺『‘

15( 4 -586) 
16( 4 -587) 

J7( 4 -588) 

19( 4 -590) 

I 1 ~・ .... 
J8( 4 589) 

第21灰I S C 1 031 i~t.地下!刊 スクモ!付 ・ 391，村 :1 '， ".I立物

- 36ー



16は丸底風を呈しへラ切り後軽い撫てe調整を施す。17.......27、29、30、32、33、35.......46はへラ切り後

縫い撫で調整を錯す。34はていねいな織で調整、 28、31は無調整である。19は判読不能、 20は 「七」、

22は 「王Jの盛徳が底部に、 26は判読不能、 35は「カJの墨書が体部にある。却、 25は底部に 「内」、

「十」のへラ曾きがある。40は内面ロ縁部に油煙が付着しており、灯明皿と考えられる。47.......52は

糸切り無調整である。49は 「内」、51は 「秋田」の墨書がそれぞれ底部にある。

椀(3)・体下端から底郷全面に削り調整が施される。

台付亦(53--60)・すべてへラ切りで53の台内部は削り調整が認められるが、それ以外は撫で調整

である。57は体部に 「北J、58は底部に 「民」の墨書がある。59の底部には籾圧痕がある。

台付椀(61)・へラ切り後織で拘整を施す。

緩椀(62)・へラ切り後織で澗整、体部稜より下は削り調整を施す。

蓋(63.......83)・63は薬密の藍である。64、69、72.......74、79、81、82はへラ切り後織で制整を施し、

それ以外のものは削り制整のため切り離しは不明である。64は高い擬宝珠のツマ ミを付す。75は扇

平なツマミを付す。69は内面に小文字で 「行」、81.......83は天井部にそれぞれ 「山J、 「大」 、 「厨」

の盛留がある。

聾(84、88、89)・84は中型の聾で内面と断面に厚く漆が付着し、さらに外商にも一郎垂れた状態

で見られることから漆の保存、運搬容器に使用されたものと考えられる。88、89の内面は rEDJの

当て具痕が認められる。

鉢(85--87)・85の体下半は削り調整の後に横績で調整が施される。86、87は双耳鉢で、 86は耳の

真中に径5mrn程の小孔が穿たれている。

円面硯(90):脚部は縦の条線で、透しは4個所と考えられる。

赤褐色土器(91、92):甑(91)・双耳が付されている。外面は叩きの後にカキ自制整が施される。

聾(92)・底部は粉止糸切り、体下端は削り調整が施される。

土師器(93):口緑郎に4条、顕部に2条の枕線が巡る。

鍔釜(94):対象位世に6mm角の形状不明の把手が付くが欠損している。

紡錘車(95):上製で全体に細かい熔きが施される。

土製品(96): 4面を制を巻きつけた工具で叩き、中心に径4cmの穴が通る住状土製品である。フイ

ゴの基部と考えられる。

上位木炭層 (47層) (那30.......33図 ・園版49--52)

須恵器(1 ........63) :亦(1 ........32、34.......37、39--42)・1--32、34.......37はすべてへラ切りで軽い撫で調整

を施すものが多いが、中にはまったく無調整のものもある。1、4、6.......9、11、31は底部が丸底、

それ以外は平底風を呈する。9は灯明皿として使用している。16は体部に「浄Jヵ、19、34、35は底

部に判読不能、 28は「海J:tJ，36は底部に ri(.!.口J、37は体部に「十手Jヵ、の墨田が認められる。18

は焼成時のユガミが激しい。39、41は糸切り、 39、40は切り離し時の目安に、体下端を極端に押さ
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87( 4 -674) 

90( 4 -675) 

1 : :1 ，.帽

え込んでいる。42は糸切りで、体下端から底部周縁に削り調整を施し、底部に宇IJ読不能の墨書があ

る。また内面には漆が付着している。

椀(33、38)・33は底部に粗い撫で調整を施しており切り縦しは不明である。38は体下端から底部

全面に削り調整を施している。漆容器として使用されている。

台付亦(43~45、 47、 49) ・ 45を除き、へラ切りである。 44の体下端は商IJ り調整の後に撫で調整が
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施される。45は台内部全面

に削り調整を施しており、

切り離しは不明である。49

は底部に 「山」の墨書があ

る。

台付椀(46、48)・へラ切

りで撫で調整を施す。

蓋(50~60) ・ 50は外面に

撫で調整があり、切り離し

不明の薬壁の護である。55

~57、 59はへ ラ切り後に撫

で調整を施す。55は焼成時

のユガミが激しい。 59のツ

マミ端部は外面に平坦面を

作り出す特徴がある 。 51~

54、58、60は夫弁部削り調

整のため切り厳しは不明で

96( 4 -682) 

ある。
第29図 S G 103li湿地45・461百出土造物

長頚瓶(61)・比較的細身の頚部であり、水瓶と考えられる。

， "・企 -・.

鉢(62、63)・62は外面をロクロカキ白調整、内面は上半部がロクロカキ回調整で、下半部が斜め

方向のカキ目調整である。63は外面下端部に下方向の手持ち削り調整を施す。

赤褐色土器(64):小型鉢で、内面はロ クロカキ回調整を施す。

土師器(65):小型建で、体部は下端まで斜め方向のカキ因調整、内面は撫で調整を施す。

土鍾(66、67):大、小の土錘である。

砥石(68):凝灰岩質で中央部に小孔が穿たれている。

フイゴ羽口(70、71): 70は基部で、端部がやや聞く。71は先端部でガラス質の溶解が認められる。

斧(69):きわめて遺存状況が良い。基部の袋状部には、柄の木部がわずかに遺存する。

48・49層 (第34図・図版52)

須恵器(1 ~10) :杯(1~ 4 ) ・ 1 ~ 3 はへ ラ切り後軽い撫で調整を施す。 4 は糸切り無調整である

台付亦(5、6)・へラ切り後台内部と体下端に撫て・調整を施す。6は体下端部に 「十」のへラ記

号が認められる。

蓋(7 ~9) ・ 天井部は削り調整、 8 は撫で調整のため切り離しは不明である。

鉢(10)・外面下半部は縦方向の手持ち削り調整を施す。内面下半部は細かい縦方向のカキ自調整
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が施される。

52-55層 (第35図 ・図版53)

須恵器(1 "，-，21) :亦(1 "'-' 11)・1はへラ切り後体下端部に削り調整を施す。2、3は体下端部から

底部にかけて削り調整を施しているため切り離しは不明である。3は深い椀状を呈する。4"'-'7は

へラ切り後縫い撫で調整を施す。4は底部に 「王J、5は体部に 「下」、 7は底部に 「上」の盛

がある。8は瀞止糸切り後底部周縁に手持ち削り調整を施す。9、11は糸切り、無調整。10は糸切

り後底部周縁に撫で調整を施す。

台付亦(13"'-'16 、 18) ・ 13~15はへラ切り後台内部、 体下端部に撫で調整を施す。 16、 18は削り調

整のため切り離し不明で底部にはそれぞれ「ニ」 、 「三Jの量密がある。

台付椀(17、19)・両者とも口径18.8cmを超える大型椀である。17は削り調整のため切り離し不明

である。19はへラ切りで、台取り付け以前に削り調整を施す。

蓋(20、21)・20は天井部に「国Jの盤曹がある。21は、小型で丸いツマミの薬壷の蓋と考えられ

る。天井部は削り調整の後に撫で調整を施し、焼成は良くいぶしたような光沢のある黒色を呈する。

壷(12)・糸切り無調整で、内面のロクロ痕の凹凸から、杯類とは考えられない。胎土は鰍管、硬

質で赤銅色を呈する。
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土師器(22):ロクロ使用で内面県色処埋を施す。外面は体下端部から底部にかけて削り調整を施す。

ロクロ回転は右回りである。内面休部は償ミガキ調整、 底部は同心円及び中心へのミガキ調整を施

す。

万子(23):ほぽ完形の万子である。遺存状態は良好である。区は棟区と考えられる。

石匙(24):頁岩製、縦型の石匙である。

下位木炭層(56)層 (卸36図・図版54)

須恵器(l ~ S) :亦 ( 1 -3) ・底部はすべてへラ切りで軽い織で制整を施す。 H主体部に 「十J、

3は底部に 「善」の轟留がある。
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台付杯(4)・底部はへラ切り後、内部に削り調整を施す。底部に「難lの墨書と 「内Jの刻字が

認められる。

蓋(5 )・ 天井部に削り調整を施す。

円面硯(6) :透かしは方形で4個所と考えられる。脚部に 「山本Jの刻字とその隣に装飾か文字か

判然としない刻線が認められる。

フイゴ羽ロ(7、8):7はフイゴ基部で、火を受けた痕跡は認められなL、。8は羽口先端部で黒褐

色に溶解している。

金甜(9) :金錨の一部である。

崩犠土、瓦層 (第37図 ・図版54、55)

須恵器(1~1O) :杯(1~ 5 ) ・ 1 ~ 3 は、へ ラ切り後緩い撫で調整を施し、 1 は立ち上がりから大

きく外傾する。4は糸切り後体下端から底部中心近くまで削り調整を施す。5~ま底部周縁を削り調

整し、 「大口」 の盤曹がある。

台付杯(6--9)・6は台内部に削り調整を加えており、切り厳し不明である。底部に 「主」 の盛

容がある。 7 ~ 9 はへ ラ 切り後撫で調整を施す。

葦(10)・天井部はへラ切り後撫で調整を施す。

土錘(1l--18):ほぽ同型の土錘である。

土取り穴覆土出土遺物 (第38--40図 ・図版55--57)

須恵器(1 --29) :杯(1 --17)・1--4、8は底部全面削り調整のため切離しは不明である。 1は丸

底を呈する。5、6はへラ切りで底部全面に手持ち削り調整を施す。7はへラ切り後体下端から底

部全面に削り調整を施す。 6 は底部に 「難波太J の盤容がある。 9 ~1l、 13、 14はへ ラ 切り無調整

である。12はへラ切り後撫て'調整を施す。IIは底部に 「人」ヵ、 14は判読不能の墨書がある。 l、

2、4、9、12は漆容器として使用されており、外面にも漆の付着が認められる。15は静止糸切り

後体下端から底部周縁にかけて削り調整を施す。16、17は糸切りで、 17は底部周縁に削り調整を施

す。底部にそれぞれ 「大」、 「寺Jの墨書がある。

コップ型土器(18)・立ち上がり部分に手持ち削り調整、底部は全面ていねいな撫で調整のため切

離しは不明であるる。見込みには 「キ」のへラ記号がある。

台付亦(19--21、23、29)・すべてへラ切りで撫で調整を施す。20は底部に 「ニJ、体部に倒位、

細字の 「官」、23は底部に 「大」ヵ、の墨笹がある。29は休部を打ち欠き台内部を硯に転用してい

るる。

台付椀(22、24、25)・へラ切り後削り調整を施す。

葦(26~28) ・ 26は大き な リン グ状ツマ ミ を付し、ロ縁部は退化型のカ エ りを有する。 天井部は削

り調整のため切離しは不明である。27はへラ切りで扇平なツマミを有し、天井部は削り調整を施す。

内面に判読不能のへラ告がある。28は天井部に手持ち削り調整を施し、内面に細字で 「福万jの墨
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nがあるが、 「万Jは特に小さい。

土師器(30~35) :亦(30、31)・30は外面中央やや下方に締状工具による枕線が施される。上方は横

領Rで調整、下方は手持ち削り調整の後にミガキ調整を施す。内面は非黒色処理である。31は外面が

横、斜め方向の手持ち削り調盤、内面は ミガキ調整で黒色処理を施す。漆容器に使用。

台付亦(32)・内外面きめ細かい ミガキ調整と黒色処理を絡す。

賓(33........35)・33、35の外面は縦方向のカキ回調整の後にロ縁部を撫で調整、惨状工具により 2........ 

3本の沈線、体部はやや粗い縦方向の厚手きを施す。35の内面は粗いまばらな磨きが施されている。3

4の外面は、ロ縁部に2本の沈線、休部はカキ目調整の後に織で鯛盤、立ち上がり部分は街頭によっ

て押さえている。底部は木業痕である。

鉄簸(36):ほぽ完形の畿である。

石匙(37):縦型の石匙である。

2∞-203届出土遺物 (第41図・図版57)
須恵器(1........ 6) :綜(1)・へラ切り後にていねいな撫で調整を施す。

台付椀(2、3)・削り捌盤のため切り厳しは不明である。3のロ縁部は指頭で強〈押さえ内側に

稜を作り出している。
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蓋(4)・外面は淡緑色の軸が掛かり切り離しは不明である。ツマミはリング状で端部は外側に平

坦面を作り出している。口縁部は単純に真直に伸びている。

高杯(5)・脚部である。

鉢(6)・体部は横撫で調整、下端部にのみ平行叩き痕跡が認められる。

石匙(7) :横型石匙である。

土取り穴埋土 (204層以下) (第42、43図 ・図版58、59)

須恵器(1 -18) :亦(1-11)・1、4は削り調整のため切り離しは不明である。2、3、5はへラ

切りで、 2~ま手持ち削り調整、 3 、 5 は削り調整である。 6 - 9 はへラ切り後撫で調整を施すが、

9は特にていねいな撫で調整である。8は内面が褐色を呈し、柿シプ状のものを塗布したものと考

えられる。10は小ぶりな形態を呈し体下端部に手持ち削り調整を施す。また内外面に厚く漆が付着

し漆容務として使用されたものと考えられる。11は糸切り無調整で、底部に判読不能の盛告がある。
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台付杯(12)・へラ切りで撫で調整を施す。

蓋(l3~15) ・ 13は切り離し不明の薬壷の蓋でリング状ツマ ミ を付し、 平坦な天弁端部に低い周堤

が廻り、肩部は凸帯状を呈する。14は天井部全面に削り調整を施し、 ロ縁部は直角に折れ曲がる。

15は天井部に削り調整を施し、肩平なツマ ミを付す。

萱(16、17)・16は大型壷の体部を打ち欠き、見込部を硯に転用している。17は小型壷で内面には

漆がペットリ付着しており漆容器として使用されたと考えられる。

費(18)・小型賓と考えられる。外面は、縦方向の手持ち削り調整を施す。

土師器(19~25) : :綜(19、20、22)・19は非黒色処理の大型の杯である。 外面は、カキ自の後に手持

ち削り調整を施し、体部下部に段を有する。内面は上半が斜、横方向の粗いミガキ調整、見込部は
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.~ 遺 物 番号 遺 物 番号 遺 物 番号 遺 物

1木簡 47 瓦 93 木簡 139 木簡

2 11 48 。 94 11 140 11 

3 11 49 11 95 11 141 11 

4須恵器台付事事 50 木製品 96 11 142 11 

5木簡 51 須恵骨量 97 11 143 11 

6冠断片 52 土師雪量 98 11 144 11 

7挽物瓜 53 11 99 11 145 11 

8土師器 54 須m.器 1∞ 11 146 11 

9幽物 55 土師骨量 101 11 147 11 

10 木簡 56 須忠告量 102 11 148 11 

11 11 57 瓦 103 11 149 11 

12 幽物 58 IU駆 104 11 150 11 

13 木簡 59 瓦 105 11 151 11 

14 11 60 須息苦if 1侃 11 152 11 

15 11 61 石製品 107 11 153 11 

16 11 62 木製品 108 11 l臼 11 

17 11 63 須忠告号 109 舟形木製品(鍾書あり)155 11 

18 11 64 漆i1i血 110 11 156 11 

19 11 65 土師器 111 11 157 11 

20 11 

“ 
須恵告器 112 H 158 11 

21 11 67 働 113 11 159 11 

22 11 68 鉄f事 114 11 160 11 

23 3野市集中地点 69 木製品 115 11 161 11 

24 ~J物皿 70 11 116 11 162 11 

25 s箪 71 土師総 (~孔) 117 11 163 11 

26 挽物m 72 木簡 118 11 164 庁

27 絵馬 73 11 119 11 165 11 

28 挽物皿 74 11 120 11 166 庁

29 木簡 75 11 121 11 167 1/ 

30 1/ 76 11 122 1/ 168 11 

31 木製品 77 11 123 11 169 11 

32 須恵告号 亦 78 11 124 H 170 11 

33 11 受 79 u 125 11 171 11 

34 刷物底板 80 11 126 11 172 11 

35 幽物底板 81 u 127 11 173 11 

36 須E飯器 82 11 128 11 174 11 

37 顎l物 83 11 129 11 175 11 

38 木製品 84 11 130 11 176 11 

39 11 85 11 131 11 177 H 

40 幽物 部 11 132 11 178 11 

41 土飾器 87 11 133 11 179 11 

42 倹物皿 部 11 134 11 180 11 

43 須忠告苦 89 11 135 11 181 11 

44 11 叩 11 136 11 182 11 

45 土師総 91 11 137 11 183 11 

46 木製品 92 11 138 11 184 11 
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11号 遺 物 番号 遺 物 番号 遺 物 番号 遺 物

185 木簡 231 獣骨 277 須態様杯 323 須恵昔告 書ド

186 11 232 板状木製品 278 " 324 " 釜
187 " 233 下駄 279 " 325 " 事ド
188 " 234 木簡 280 須恵骨5台付tf 326 木簡

189 " 235 幽物底板 281 " 327 " 
1卯 " 236 機随 282 " 事手 328 甑

191 " 237 幽物 283 " 329 木簡

192 " 238 下駄 284 " 330 土師務事不

193 " 239 幽物 285 " 331 木簡

194 " 240 下駄 286 " 釜 332 " 
195 " 241 鍬 287 " 333 " 
196 " 242 木製品 288 " 杯 334 " 
197 " 243 円形木製品 289 " 受 335 " 
198 " 244 幽物底板 290 " 策 336 " 
199 " 245 幽物 291 " 亦 337 " 
2∞ " 246 杓子型木製品 292 " 338 " 
201 " 247 " 293 土師器きを 339 M 

202 11 248 相溺(曇eあり) 294 須"!t!器事ド 340 " 
203 " 249 横鉛 295 " 獲 341 " 
204 " 250 幽物 296 " 蓋 342 " 
205 " 251 挽物 297 丸瓦 343 " 
2侃 " 252 幽物底板 298 須忠告告 費 344 " 
207 " 253 " 299 " 室主 345 " 
208 " 254 " 300 " 事ド 346 " 
209 " 255 横槌 301 " 長頻萱 347 " 
210 " 256 勝状木製品 302 " 杯 348 " 
211 11 257 漆器皿 303 " 349 11 

212 " 258 板状木製品 304 " 350 " 
213 " 259 刷物 305 " 獲 351 " 
214 " 260 " 306 " 杯 352 " 
215 " 261 下駄 307 丸瓦 353 " 
216 " 262 幽物底部 308 須恵器事干 354 " 
217 11 263 土師骨量 ~ 309 " 355 " 
218 11 264 須恵骨量 登 310 瓦 356 " 
219 " 265 刷物底部 311 須忠告号 事干 357 " 
220 " 266 須~骨骨 杯 312 " 358 " 
221 漆紙 (密状) 267 " 313 " 359 " 
222 獣骨 268 " 314 土師器獲 360 " 
223 " 269 " 315 須恵骨量 亦 361 " 
224 11 270 " 者援 316 平瓦 362 11 

225 " 271 平瓦 317 丸瓦 363 " 
226 11 272 須恵骨量台付tf 318 瓦 364 " 
227 " 273 須恵器 319 瓦 365 " 
228 " 274 " 亦 320 須見区器 事不 お6 " 
229 " 275 " 台付杯 321 " 367 " 
230 " 276 須恵骨量 亦 322 M 368 11 
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番号 遺 物 番号 遺 物 番号 遺 物 番号 遺 物

369 木簡 415 須恵怨害援 461 繍羽ロ 507 須恵号5・杯

370 11 416 11 蓋 462 11 508 11 

371 漆紙 417 土師器内黒杯 463 鉄斧 509 幽物底部

372 11 418 獣骨 464 繍羽ロ 510 須恵器事干

373 11 419 幽物 465 11 511 11 釜

374 11 420 杓 466 鉄棒 512 11 

375 11 421 曲物底部 467 舗羽ロ 513 11 杯

376 11 422 須恵器 468 H 514 11 

377 11 423 幽物 469 漆紙 515 11 

378 11 424 獣it 470 輸羽ロ 516 11 室主

379 鎌 425 11 471 11 517 11 杯

380 漆紙 426 下駄 472 11 518 11 

381 11 427 幽物 473 11 519 11 

382 11 428 幽物底部 474 11 520 11 

383 11 429 須恵器壷 475 11 521 11 

お4 11 430 幽物 476 須恵器議 522 羽釜(鍔釜)

385 11 431 木鉢 477 繍羽ロ 523 須TM.宮署

お6 11 432 獣1i・ 478 瓦 524 11 

387 幽物 433 幽物底部 479 鉄F幸 525 11 事不

3槌 刀子 434 11 480 繍羽口 526 11 鉢

389 幽物 435 11 481 11 527 11 

3卯 挽物皿 436 11 482 瓦 528 11 

391 獄骨 437 須恵縁台付事ド 483 繍羽ロ 529 11 事手

392 須恵官官也 事ド 438 鯨it 484 11 530 11 

393 獣骨・ 439 漆紙 485 須恵宮苦 杯 531 土師録

394 幽物 440 須恵骨量 亦 486 続羽ロ 532 11 

395 11 441 漆紙 487 幽物 533 瓦

396 漆紙 442 須恵骨量 亦 488 須恵骨量台付tF 534 11 

397 幽物底部 443 幽物底部 489 幽物底部 535 11 

398 挽物肌 444 漆紙 490 11 536 木製品

399 須恵器蓋 445 須恵器褒 491 鞠羽ロ 537 須恵骨量 蓋

4∞ 漆器皿 446 須恵器 tF 492 11 538 須恵器杯

401 特車 447 幽物 493 11 539 11 

402 輸 448 挽物皿 494 鉄棒 540 11 台付事干

403 獣骨 449 獣骨 (下顎骨) 495 乾漆 541 瓦

404 木製品 450 土銅器(書室ム22) 496 鉄棒 542 須恵宮告 書ド

405 獣骨 451 獣骨 (下顎li') 497 繍羽口 543 11 

406 土師器 452 $ 498 須lJ!.器- 事ド 544 11 費

407 11 453 須~8骨量 褒 499 須忠告苦

408 土師器・須恵務一括 454 獄骨 (下顎骨) 500 事情羽ロ

409 漆紙 455 獣骨 501 板状木製品

410 須恵器亦 456 刷毛 502 須恵器 tF 

411 11 457 須恵器奏 503 漆紙

412 11 458 繍羽ロ 504 須恵器 事不

413 働物 459 11 505 11 

414 須恵器褒 460 金鈎 506 u 
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撫で調整を施す。20は内面黒色処理を施す。外面は、ロ縁部を撫で調整、体部から底部全面にかけ

て手持ち削り調整を施す。内面はカキ自の後、横方向のミガキ調整を施す。22は暗文土器で削り調

整を施す。内面は体部縦方向、見込は渦巻暗文を施し、中央部にへラ記号が認められる。

台付鉢(21)・内外にていねいな横方向のミガキ調整、黒色処理を施した大型鉢である。

壷(24)・外面はカキ自と撫で調整、内面はへラ撫で調整と考えられる。

聾(25)・外面ロ縁部から頭部にかけて、稼状工具による 4本の沈線を施し、内外面の体部は、積、

斜め方向のカキ目の後に、縦方向のミガキ調整が認められる。

赤褐色土器(23):ロクロ使用の聾である。口唇部をわずかに上方につまみ出している。外面ロ唇部

はロクロ撫で調整、休部上半はロク ロカキ目、下半は縦方向のカキ目、内面は縦方向のカキ目を施

す。

砥石(26): 6面に使用痕が認められる。

鉄鎌(27):全長16.5cmの遺存良好な鎌である。:

l∞A 

ミ 4三号-2;;
(+ '¥ 4 ( 4 -277) (? 

¥JRFlk 

石匙(28):頁岩製の石匙である。

(E、地山飛砂層面遺縞〕

瓦層以下地山飛砂層までの遺構である。

本来SKI031土取り穴も本遺構に入るもの

であるが、前遺構群でSGI031湿地とまと

めて述べた。 また、日1058~1060、 1062~

1066竪穴住居跡も本遺構面に入るのである

が別項で述べる。

SAI037柱列 (第5図)

調査区南拡張部分で検出した3本の柱列

で、直径約5()cmの掘り方が東西軸線にほぼ

一致する方向で検出した。各掘り方問は2.7

m等間で、西側の2本には、さらに直径約

。
涜A

ハ
一

品

ω
・N
0
2

・∞.
43.201llt. 

? - 11602「

宵~46悶 S 1 1045阪穴住民・跡、

モ f
1 ! 3 同個

。
7 ( 4 -280) 

第47図 S 1 1045竪穴住h'f跡出土造物

-c::;:> 
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1 ---1.2mの円形の掘り方

が重複してしゅ。建物跡と

なる可能性もあるが、調査

区外のため不明である。

SA1038、1039柱列

(第5図 ・図版3)

北で東に約15'振れる方

向で検出した271Jの柱列で

ある。柱列問は約4.5mで

平行している。27"IJとも柱

間隔は一定しておらず約

2.5---4 mと規則性がない。

掘り方は直径50---7Ocmで、

深さは約40cm、埋土は地山

飛砂と額似する策褐色砂で

ある。

SA1039出土遺物

(第23図 ・図版23)

須恵器(1、2):掘り方内

の出土でへラ切り後軽く撫

で調整を施す。

SA1040ピッ ト列

(第5図 ・図版3)

前述のSAlO38、1039柱

列とほぼ平行する方向のピ

1> A /):. 

A 
w 

8' 

8 

g 

〉

.
B
-

3Je
---

1> B
一

山
山q
d
 

Ja
・

1 :泊 m
l
1
 

第48凶 S 1 1046l後穴U:肘跡、

γ ト列であるが、わずかに酉に膨らむ弧状になっている。各ピット聞は北で約 1.2---1 .5mの間隔

となっているが、南では規則性がない。ピットは直径約30cm、深さ約30cm、埋土は貰褐色砂を主体

としている。

S01076、1077溝状遺縫 (第5図 ・図版3)

幅約30cm、深さ約20cmの浅い滞状遺構である。S01076は南から北に向かつて東に大きく湾曲し

ている。SDI077はSK1031土取り穴、 SKI027土繍によって壊されており、部分的にしか遺存して

いない。

SI1045竪穴住居跡 (第46図・図版16、21)
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7層焼土 ・炭化物層面を除去した段階の12層灰賞褐色砂層面で検出された。カマド、柱掘り方等

は認められない。

511045出土遺物 (第47図 ・図版64)

埋土出土である。

赤褐色土器(1""3):すべて糸切りである。 1、2は体下端に削り調整を施す。 1は底部に 「十」

の墨容がある。

鉄製品(4""7):4、5は刀子、6、7は鉄鎌である。

511046竪穴住居跡 (第48図 ・図版16)

7層焼土・炭化物層面を除去した段階の12層灰貧褐色砂層面で検出された。カマドは東壁北寄り

に構築され、袖部がわずかに残存しているものの煙道部はすでに破害復されている。燃焼部には赤褐

色土器亦を下に、その上に土師器聾底部を逆に設置し、支脚としている。住居内南部には、土師器

聾を倒立させた支脚をもっ焼土遺構が検出されている。

511046出土遺物 (第49図 ・図版64)

1、3、5、7は床面、2は埋土、6、8はカマド出土である。

須恵器(1-5):亦(1、2)・へラ切りで、1は切り離し:後底部を撫で調整、 2は体下端に削り調

が認められる。

1 ( 4 -281) 

3 ( 4一283)

4 ( 4ー284) 

5 ( 4ー285)

\~9 
6(4 -286) 

ミL<f 1 : 3 

h 8(4-288) 

~A9図 S 1 1046懸穴住肘跡出土遺物
7 ( 4 -287) -70 -



台付亦(3、4)・へラ切りである。

ツマミを取付けさらに織で調整を施す。品(5 )・へラ切り後天井部を削り開整、

赤褐色土器(6) : ;糸切り無調整である。

土師器(8) : :カマド袖部の締e鼠材に使用された長聾である。外商は縦方向、内面は機、斜め方向の

カキ目捌整を施す。

灰軸陶器(7) :瓶底部破片である。内面見込に触が認めらる。

(第四国 ・図版16)SII047竪穴住居跡

これより新しい。カマド、15府炭化物混じりの(菰)褐色砂府面で検出された。sn053と盤複し、

A ∞l 

。。

4. 

柱掘り方等は認められない。

(第59図・SII048竪穴住居跡

図版17)

メ115嗣炭化物混じりの(貰)褐色砂

。府面で検出された。S[1054とm観
し、それより新しい。

(第50図 ・SII049竪穴住居跡

図版18、21)

m
'』
』

内

41 : 60 

∞l 

B 

15m炭化物混じりの(賀)褐色砂

府間で検出された。カマドは東l桟

のI有寄りに、砂混じりの粘土で構

築され燃焼部には土師器小型聾が

(第51図・図

認められた。

SII049出土遺物

版65)
p
u
-

凶
Hnv 
q'-
q
J
 

amu-
C 

すべて雄土出土である。

C 
2) :へラ切り後撫で須恵器(1、

調整を施す。2は底部に判読不能

• • •• 
•. 

• 
• • 

•• 
•• 

• 
• 

• 

• 

・

がある。の品

nu-B
 
"" 
A
U
 
。4
今
、
ua句

D 

鉄製品(3) :樫土出土の織である。

(第52図 ・SII050竪穴住居跡

図版17)

? :ii3b1? 
15A'1炭化物混じりの(貰)褐色砂

S 1 1049椴火1I:J，I}跡

- 71-

第50閃

府而で検出された。SI1051、1057

と1fI!1lし、それらより新しし、。カ



マド、柱掘り方等は認められない。

SI1050出土遺物 {第53、54図・図版65、66)

2、4、8、11、16が床面、他はすべて埋土

である。

須恵器(1 -12) : (杯)・1........ 4、6........8はへラ

切り後撫で調整を施す。5はヘラ切り無調整で

ある。4は小文字で 「天J、6は F上門」、7

は「有Jヵ、8は r-Jの墨書が認められる。

9は糸切り無調整、底部に判読不能の墨書が認

められる。12は糸切り後体下端に削り調整を施

す。

A 

Cゆ。
。 JJ 。

てl

A 43，30 rnA' 

-三三台予，，・-三・・4・三:.:.:.:.;.:-.........:.:.::::::・

o 

1(4-289) 

。

3(4291) 

2 ( I -290 

'"こ
I I 3 '0個

抗511渇 S 1 1049聾穴住居跡11¥1:泊物

にJI

，~ミミ誇示合作
旦 43，∞mg
f¥ーー一千 J 

1 : 60 m
l1
 

句
，‘o 

出521χ1 S 1 J050・S1 1051幣火f.E16'跡

台付芥(10)・へラ切り、削り調整後台を付け内外に撫で調整を施す。
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1 ( 4 -292) 

8 ( .j - ~99 ) 

.圃、

・司司

2 ( 4 -293) 

5 ( 4 -296 ) 

d， 
I 7 ( 4 -298) 

姐

3 (4 -294 ) 

A r， 
6 ( 4 -297) 

IO( <1 -:310) 

11(4 -311) 

¥長三ョメ
'，j 

。
三島イ4-314) 

15( 4 -315) 

'・ 3 帥個

努~53区I S 1 1050畷火住肘跡出土造物
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16( 4 -316) 

勺) 1，h 

第54凶 S 1 1050竪穴住ん判桁1¥，..遺物

土師器(16):非黒色処理の蛮である。外面はロ縁部から底部まできめ細かく 、内面はやや粗いミガ

キ調整を施す。

赤縄色土器(13、14、17):亦(13、14)・糸切り後体下端に削り閥整を施す。体部は内反ぎみで、 13

は内面が平滑である。

聾(17)・丸底を呈する長聾である。外面口縁部はロクロ撫で閥盤、体上半部は、叩きの後にロク

ロカキ回調整、下半部は叩きである。内面下半部は叩き後に手持ちのカキ目調整が施される。

フイゴ羽ロ(15):端部がガラス質に溶解している。

511051竪穴住居跡 (第52図 ・図版17)

15届炭化物混じりの(策)褐色砂層面で検出された。511050と重複し、それより古い。カマド、柱

掘り方等は認められない。

511051出土遺物 (第55図 ・図版66)

2、4、5、7は床面、他は組土出土である。

須恵器(1、2):亦(1 )・糸切り無調整である。
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tli551ヌI S 1 ) 051'強火 {H'~'閥、:I\U立物

台付郎(2 )・長顕瓶底部を利用した転用伎である。

赤褐色土器(3 ~ 7):;亦(3 ~ 6) ・ すべて糸切りである。 3 は底部に「厨」 の盤曹がある。 4 ~ 5

1 ( 4 -318) 2(4 -319) 

¥ιノ、-〕グ

‘，aV
M
F
U
 、dAa

a
，
 

•• 
--

a
，
 

•• 
8 (1 325) 

7 (4 324) 

1: .) '0悼

は体下端に削り調整を絡す。4、5は灯明血に使用している。6は底部に 「秋Jの愚嘗がある。

聾(7 )・内外面の体上半部は、 ロクロ僚で調整、外面下半部は平行叩き、内面はロクロ自慢で調整

を筋し当て具痕跡は認められない。

和同開弥(8) :遺存状況はあまり良くなし、。

$11052竪穴住居跡 (第56図 ・図版18、22)

15府炭化物混じりの(賀)褐色砂府間で検出された。カマドは遺存状況良好で南壁の*'，がりに、砂

混じりの粘土で;構築され、堅から5()cmほど外に張り出し平面形がU字状を呈する。燃焼部には赤褐

色上揖賓が支脚に使用されている。柱掘り方等は認められない。

$11052出土遺物 (第57図 ・図版67)

l、4は埋土、5はカマド出土である。

須恵器(l ~ 4) : 杯( 1 ~ 3)・へラ切り後撫で調整を施すが、 lは特にていねいである。

議(4 )・へラ切り後天井部を削り鵬盤、ツマミを取付け後織で湖監を施す。

赤褐色土器(5) : :長聾である。n縁部内外面はロクロ撫で捌盤、外面体上半部はロクロカキU附盤、

下半'ffllは斜め方向の手持ち削り調整を施す。内面体上半部はロクロカキ回調整、下半部は予持ち削
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り調艶である。胴下半部

A 
の形態から丸底を呈する

ものと考えられる。

SI1053竪穴住居跡

(節目図 ・図版16)

15層炭化物混じりの

〈貰)褐色砂層面で検出さ

れた。Sl1似7竪穴住居跡

とm観し、それより古い。
カマドは西壁北寄りに構

築され遺存状況は良好で

ある。煙道部は壁外にほ

ぼ水平に30cmほどのび、

先端部には直径4()cm、深

さ2()cmのくぼみが認めら

れる。袖部は砂混じ りの

粘土で締築されている。

燃焼部には赤褐色土器聾

破片、石などが検出され

その一部は支脚として使

周されたものと考えられ

る。

SI1053出土遺物

(部57図 ・図版67)

15は、 カマド内からの

出上、他はすべて埋土出

土である。

A 

B 43 .40m~ 
z:::プー

日:芳予弓引弓ー予τ.，.・...・:ι..・...三.... 
生:::::::::::::::::::::::::::::::::::=::::::::::::::::::::::::::::::::::::三:b.40m4
•• .同二→斗-T一一..... i.."4'iì~ 一一一ーヲプ下.

・・・ ・.......・7・・・・・・ ・17ι0・・ 2? 
・.・.0.1.' .' l' 

1) 43.40111_1)・

.~ ・

記 43.40m♀ 

。l
? ・・・・・ ・1 : 30 1T 

節目以! S 1 1052惨.火(f:!II:跡

須恵器(6--11)::亦(6--10)・へラ切り後僚で調整を施すが、8は特にていねいな織で調整である。

9は宇1)読不能、 10は底部外面に2文字認められ、 1字は 「山J、その下方の墨痕は判読不能の

である。

お(11)・形態は蔚平なツマ ミで、へラ切り後天井部に撫で制整を施す。端部は直角に折れ曲がっ

ている。

赤縄色土器(12-14):亦(12、13)・糸切り後体下端部に削り制整を施す。13は底部に 「予」の

- 76ー



9(4-334) 

1 ( 4 -326) 

2 ( 4 327) 

3 ( 4 -328) 

4 ( 4 329) 

6 ( 4 -331) . 

8 
盈・・... 
10( 4 -335) 

5(4-330) 

7 ( 4 332) 
8 ( 4 -333) 

0 -

11(4-336) 

ミア仁ヌミ主ヨメ日-(0
3.t 1 ) 

'0) ，ah 

第57図 S 1 1052・1053強火{F.}，I~-跡出土遺物
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1
.

…….…恥
恥い

.

:

一--一一
一一

~ 
a 

A 
がある。

聾(14)・外面体上半部に

外の部位はロクロ撫で調整

を施す。

ロクロカキ目調整、他の内

<e)O 
S 1 1053 

電i>

鉄製品(15):万金具と考え

石製品(16):扇平な石稼で

ある。

511054竪穴住居跡 (第

られる。

59図・図版17)

m
l
I
 

今

41 : 60 

15層炭化物混じりの(貰)

褐色砂層面で検出された。

511048と重複し、これよ

42.80rn旦

り古L、。カマドは南壁の東

寄りに構築され、煙道部は

C 

壁外に3()cmほどのびる。

燃焼部には平瓦等が認めら

れる。袖部の遺存状況は不

良である。柱掘り方等は認
p
u
--E
 

A
U
 

0
0
 

の
ノ
-
a
“.
 

C 

(第60図

められない。

SI1054出土遺物

-図版68)

1はカマド、他は埋土で

S 1 1047・S1 1053竪穴住肘跡第58図
ある。

2は体下端に削り調整、灯明皿に使用している。2)・糸切りで、赤褐色土器(l ~ 4 ) : 亦( 1、

費(3、4)・3は中央部を縦方向に手持ち削り調整した後に平行叩きを施す。内面は綾杉状の当

て具痕跡が認められ丸底と考えられる。4は外面が上部から底部にかけて手持ち削り調整を施す。

(第61図 ・図版19、22)SI1055竪穴住居跡

15層炭化物混じりの(策)褐色砂層面で検出され、S11058、1059よりも新しい。カマドは西壁南寄

りに砂混じりの粘土で構築されている。媛道部には赤褐色土器聾が倒立して設置されている。柱掘

-78ー

り方等は認められない。

(第62図・図版68)SI1055出土遺物



すべて埋土出土である。

須恵器(l ~ 8 ) : 亦( 1、2、

5、6)・1、2はへラ切り後

撫で調整を施す。5、6は糸切

り無調整である。

台付杯(3、4)・へラ切りで

台部周辺は撫で調整を施す。4

は底部に IXJのへラ記号があ

る。

A m
E
S・
g

。

。。;議 A' 

∞l 

蓋(7、8)・7はへラ切り後

天弁部に軽い撫で調整を施す。

内面は硯に転用している。8は

天井部に削り調整を施す。 ・¥・.・....・;・;・:・:・....・・...・.....・....・:・:・:-:o.....・:・ 1:60 2m 

硯(9、10):へラ切りである。 第59図 S 1 1048 . 1054竪穴住肘紛;

本来蓋として作成されたものと考えられるが、ツマミは付していない。10は円面硯脚部である。

赤褐色土器(11):糸切り後体下端に削り調整を施す。

S 11048 

A 
42.80m主

SI1056竪穴住居跡 (第63図)

15層炭化物混じりの(貰)褐色砂崩面の下層である炭化物・焼土混じりの褐色砂層面で検出された。

カマドは認められなし、。柱掘り方は住居内の四隅に認められた。

SI1056出土遺物 (第64図・図版69)

1は埋土出土である。

須恵器(1 ) :蓋 ・天井部に撫で調整を施した蓋である。

SI1057竪穴住居跡 (第65図)

S11050と重複し、それよりも古い。カマ卜¥柱掘り方とも認められない。

SI1057出土遺物 (第66図 ・図版69)

須葱器(1、2): 1はへラ切り後、へラ状工具による撫で調整、底部に 「厨jの盤哲がある。2は

糸切り無調整である。

SI1058竪穴住居跡 (第67図・図版19、20)

地山直上の褐色砂層面で検出された。SIl055、1059と重彼し、 SIl055より古く、 S11059よりも新

しし、。カマドは遺存状況良好で、東壁南寄りに構築されている。壁から50cmほど外側に張り出し、

平面形がU字状を呈する。燃焼部のやや奥に丸瓦および平瓦が支脚として使用されている。また両

袖先端部には平瓦を張り付け補強材としている。柱掘り方等は認められない。

SI1058出土遺物 (第68図・図版69、70)
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すべて寝土出土であるが、 4、

6は上層の瓦層出土の遺物と接合

した。
ミ主J マヨ

須恵器(1.......11):1.......3、5.......7

はへラ切りで軽い織で調整を施す。

8は糸切り無関艶である。 1は底

部に「司」ヵ、 2は「百長」の

がある。また 2の内面は漆が付

着しており、漆容器として使用さ

れたものと思われる。4は体下端

から底部にかけて削り調整があり

切り離しは不明である。

蓋(9 )・へラ切り後削り調整が

節され、内面を硯に転用している。

台付亦(10、11)・へラ切り後体

下端から織で捌監を~す。

土師器(12):外商は縦方向のカキ

目調整の後にロ縁部のみ績に織で

調整を施し、顕部に工具による 1

本の沈線を巡らす。口唇部には平

坦面を作り出す。

石製品(13):黒緑色を呈する滑石

製の紡錘寧である。絞損した半分

は、 SIl055埋土から出土したもの

と接合した。

SI1059竪穴住居跡 (第67図・

図版19、20)

sn058と重複しそれよりも古い。

カマドは束壁北谷りに粘土で構築

され、煙道部は壁外に6()cm程張り

2 ( 4 -343) 

3 ( 4 -344) 

4 ( " -345) 

リ 1h

第60図 S 1 1054笠火tHI;'跡:111二造物

出している。袖部南側はS11058によって削平され遺存しない。柱掘り方等は認められなし、。

Sl1059出土遺物 (第70図・図版70)

鉄製品(1 ) :埋土出土の万子である。
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∞1 
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(第69図 ・図版19、SI1060竪穴住居跡

20) 

日1058、1059、1062と重複し、 S11058

より古く、 1059、1062より新しし、。カマ

A わずかにドは南壁に構築されているが、

ベ'

炭化物、補強材としての瓦が残るのみで

構造等は不明である。柱掘り方等は認め 。られなし、。。

∞1 。∞l 
(第70図 ・図版70)SI1060出土遺物 。

42.80mt. A 
埋土出土である。

土師器(2) :長聾である。体部は内外面

カキ白調整を施し、底部は端部が張出し

S 1 1056防火ftJ川跡

- 82ー

第63~1

木業痕がある。

石製品(3) :頁岩製石鍬である。



A 

I l 3 

S 1 1057 

1 ( 4 -357) 

3(4-383) 

同個

e 
o 

S 1 1050 

」雪
も

1 :60 2「
部65l~1 S 1 1057'~火LU.'~.~;

1. S I 105611¥ 1 .. 2 (4 -382) 
2・3 S 1 1067:1¥ L 1 

SI1061竪穴住居跡 (第71図 ・図版21、22) 釘~641支l S 1 1056・1067'笠火ft肘湖、11¥-1・j造物

15層炭化物混じりの(貰)褐色砂層面で検出された。カマドは遺

存状況良好で東壁に粘土で構築されている。煙道部は、壁外に60

cmほど張り出している。燃焼部中央のやや南側に、赤褐色土器聾

を支脚として使用している。

SI1061出土遺物 (第72図 ・図版70、71)

l、3、4は埋土、他はカマド出土である。

に一

須恵器(1、2):へラ切りである。 r一一一

赤褐色土器(3 ~6) :亦(3 )・糸切り後体下端から底部周縁に湾IJ ¥ 

り調整を施す。 ，

饗(4~ 6 ) ・ 4 の底部は静止糸切り後体下端に削り調整、 5 は
第66図 S I 1057~犠穴住M・ UF:H 1-.迫ー物
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糸切り無調整の小型聾であ

る。6は丸底の長聾である。

上半部はロクロ カキ目調整

後に、中央部のみ縦方向の

手持ち削り調整、下半部は

叩きを施すが、削り調整は

この叩き痕跡を消している。

内面下主幹部は、2cm穫の円

形に平行枕線5本をー単位

〕ヤすJ
1 ( 4 -371) 

1. S (… i 3(4 
2・3・S( 1060出土 。

373) 

， ， ) 帥個

の当て具痕跡が認められる。

第70図 S [ 1059・1060笠穴住府跡出土遺物
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出7 1 1~1 S 1 1061吻?に{i:'，';'跡

S11062竪穴住居跡 (第69図・図版19、20)

Sll侃Oと重複 し壁東寄りに砂混じりの粘土で機築されている。煙道部は斜めに立上りll()cmほど

唾外に張り出している。西壁付近では9Ox8()cmの楕円形を呈する浅い土携が検出された。

SI1062出土遺物 (第74図・図版71)

須恵器(1 ) :底部全面削り調殺のため切厳 しは不明である。

円面硬(2) :脚部は16個所の透しがつく ものと考えられる。

丸瓦(3) :有段丸瓦である。黒色を呈しi歓質である。
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(第73図・図版20)511063竪穴住居跡

地山砂直上の褐色砂層面で検出された。5Il064、1065と重複し、それよりも新しい。カマドは遺

存状況良好で、東壁北寄りに構築されている。煙道部は トンネル状に、また煙出し部分が円形の穴

となって遺存している。燃焼部及び袖都内面が火熱を受けて赤変している。柱掘り方等は認められ

なし、。

(第74図 ・図版71)511063出土遺物

5は埋土出土である。

5) :杯(4)・非ロクロ、非黒色処理の丸底杯である。底面は全面に斜め方向の手持ち

- 89ー

4はカマド、

土師器(4、
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削り調整を絡す。内面は倹方向のきめ細かいミガキ調整である。

費(5 )・非ロクロのカキM調盤を施した長聾である。

(郡73図・図版20)SI1064竪穴住居跡

地山直上の褐色砂層面で検出された。SIl063、1065と重版し、SIl063より古く 、S11065より新し

い。カマド、柱掘り方等は認められない。

(第73図・図版20)

地山位上の褐色砂層面で検出された。S11063、1064とill甑し、それらより も古L、。カマド、住』届
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り方等は認められない。

SI1066竪穴住居跡 (第75図 ・園版20)

地山直上の褐色砂崩面で検出された。SI1060と重甑し、 これより古し、。またl有西部は円形の掘り

方状の落ち込みと重複し、これに切られている。カマドは検出されていないが、床面の東側に1.8

Xlmの梢円形の範囲で焼土、炭化物が認められる。住掘り方等は認められなL、。

SI1066出土遺物 (第74図 ・図版71)

須葱器(6) :挫七出土である。へラ切り後、底部に一部粘土を補強し撫で間監を施している。

SI1067竪穴住居跡 (第5図)

日1053、1054と盤複し、それらより占い。規模、柱掘り方等は不明でカマドのみが認められる。

カマドの遺存状況は良くないが、燃焼部に土師器賓が支脚として使用されている。

SI1067出土遺物 (第64図・図版69)

2、3はカマド内出土である。

土師器(2) :長聾である。体部は顕部から下端まで縦方向のカキ目調整を施す。底部は木業痕であ

る。

砥石(3) :凝灰狩質の砥石である。

4)各層出土遺物

第76図5は、 7府焼土 ・炭化物府、 6は14層整地粘土層、第77図6は地山直上賀褐色砂、他はす

べて15層(貰)褐色砂府及び、その直下の砂崩に対応する層からの出土である。

(炭化物混じり黄褐色砂下層面出土) (那76図・図版72)

須恵器(1、2、") : 1は台取付け後、台内部と体下端総に撫で調整を施す。2は手持ち削り捌監

のため切り厳しは不明である。4はヘラ切り後軽い撫で湖整を施す。

赤縄色土器(3) :体下端から底部にかけて手持ち削り調監が施され、切り離しは不明である。灯

明血に使用されている。

鉄鎌(5) :ほぼ完形な簸であるが鮪が激しい。

(地山飛砂直上層出土) (第77図・図版72)

須恵器(l ~ 8) :旅(1 ~ 5)・lは底部全面削り調整のため切り離しは不明である。また底部には

交叉する 3 、 4 条の~J線がある。 2 ~ 5 .よへラ切り後縫い織で調整を施す。2、5は底部に 「厨」、

「上」 の盤魯がある。

蓋(6、7)・天井部は削り調整で五Fllなツマミを1'iする。7は内面に「中四」の盤魯がある。

鉢(8)・体中央部から下端まで手持ち削り調整、底部は全面削り調整である。内面には茶色の漆

が付着している。

宣(10)・水販の顕部と考えられ、2本の枕線が巡る。

赤掲色土器(9) :体下端と底部周縁に削り調整を施す。灯l!JIlffiに使用されている。

- 93ー



土製品(11):側面を面取りした厚さ約2cmの円盤状を呈するが、用途不明である。

砥石(12):緑色凝灰岩質の砥石である。

(遺総確認面出土) (第77図 ・図版72)

須恵器(13・14):亦(13)・糸切り無調牧であ弘、脱却端部が出っ張る。

葦(14)・糸切り後天井部のみ仰IJ1)，川駅1;'，危寸‘、

III 第55次発掘調査

1)調査経 過

情!i:;;.I.:，;I'4h.a 、 判3定 2~ 7 月 9 白未明、放火が原因で全焼した秋田県議国神社社殿及び社頭事務

I'li jlf W;: (t ，) Jll状変更申請(教文一793)に対する事前発掘調査(委保第4の885号)として実施した。

"l~ ，'1-ttJlI::Hよ、 平成2年11月20日から12月20日まで、調査面積は約810m'(245W)である。

"同州也は、政庁北辺築地から北に50~70mに位置する。 境内地の周辺では こ れまで数度にわたり、

現状変更に伴う事前調査が実施されているが、明確な遺構は検出されていない。

調査は、社殿地区をA地区、社顕事務所地区をB地区として実施した。A地区は、幅3m、長さ
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32mの東西トレソチを3本設定し、重機によって社殿基壇及び整地層を除去し、遺物包含層、遺構

の有無を追及した(11月20日)。その結集、南半は削平のため遺物包含層、遺構は遺存せず、北半に

集中することが判明したため北半の表土を全面的に排土した(21日)。

包含層は、全体的に務く、神社建築時の整地層を除去した段階で、西側に掘立柱建物跡、竪穴住

居跡と思われるプランが5個所で確認された。西側で確認されたSI1084は、大部分削平されており、

かろうじて飛砂層上の色調の相違でフ.ラソが確認できる程度であった(26日)0SIl085~1087を順次

掘り下げていった。SIl087はカマド状の紡土が3個所で確認され、それぞれA→B→Cの順序で古

くなることが判明した。またSIl087も二重のプランと2個所のカマドが確認されたが、精査の結果、

内側のプランとカマドは、外側の竪穴住居跡の埋土であることが判明した。西側でも、薄い包含屈

を掘り下げたと ころS11088~1090が確認され、それぞれの掘り下げを実施した(12月3日)0SIl088 

を掘り下げ、断面観察をしたところ、 S81083の掘り方が竪穴住居跡埋土を切っていることが、ま

た日1090のカマドも建物掘り方が掘り込んでいることから、建物跡は竪穴住居跡より新しいことが

再確認された(6日)。

5日は、 午後の型車術指導委員会に先立って来秋中の委員が現場を視察した。

中央部で確認されていた焼土興周辺を精査した結果、 SIl092~SIl093が確認されたが、 SI1093は

カマドの基底部が遺存するのみであった。 調査区北側精査の結果、 新たにSIl094~ S11097が確認

された(10日)。

遺物取り上げ或いは震被プラソ記録のため、平板測量を並行して実施した。また北東部を精査し

たところ、これまで1軒と考えていたSI1094はSIl098と重複していることが判明した(12日)。

ほぼ遺構の全容が明確となったので、遺り方実測(14日)、掘り方の断ち割を実施した(17日)。

社頭事務所建設予定地のB地区は、 4x 4 mのグリ ッドを設定し、重機で慎重に掘削したが、現

地表から約1.8mの盛土、その下層は基盤粘土層(寺内層)で遺物包含層は既に削平されていた(19日)。

平板による平面実測と土層断面実測を行なった。

20日は、取り残しの図面取りを行ない、すべての調査を終了した。

2) 検出遺構と出土遺物

S81083掘立柱建物跡 (第80図・図版24、25)

調査区西部で検出した梁間2問(3m+3.1m)、桁行4問

(2.9m+ 3 m+  3 m+O)か、それ以上の南北糠の掘立柱建

物跡である。建物方位は、桁行が北で約6度東に振れる方向

となる 。 柱掘り方は、直径約1. 5~2 m、深さ約1.3~1.5m

の円形で掘り方底面まで至るものと、理土の中間で止まるも

のがある。埋土は、黄褐色粘土に黒色粘土(基盤粘土表層の (4 -475) 

腐徳土)粒の混入するもので、東桁行の南3本冒と、商梁間

第81図 S B 1083建物跡出土遺物
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1 : 60 γ¥rFぺ)。。ハ
内.から 2本固までの掘り方峻ヒには、重複している状況が観策される。511084、1088、1090と虫複

し、これより新しい建物跡である。

S81083出土遺物 (第81図・図版73)

赤褐色土器(1 ) :糸切り後体下端に削り調整と撫で調整を施し、外面はロクロカキ白調艶である。

SI1084竪穴住居跡 (第82図 ・図版26)

地山砂崩面で検出され、カマド、柱掘り方等は認められなし、。581083と重複し、それより市L、。

SI1085竪穴住居跡 (第83図 ・図版27)

地山砂府上の赤褐色砂防面で検出された。カマドは点i豊南智子りに併築され、袖部はわずかに残存

している。燃焼部からは、赤締色上器聾鍍片が出土し支脚として使用されたものと35・えられる。住

掘り方は深さが床面から10.......2()cmて'柱痕跡は明確でない。

SI1085出土遺物 (第84、85図 ・図版73、74)

すべて鹿土出土である。

須恵器(1 .......13) :杯(1-8)・)-7はへラ切りで 1がていねいな撫で調整、{也は軽い撫で調艶を

施す。いずれも休部は外傾ぎみである。7の底部に芋1I説不能の品:lFがある。8は糸切り後体下端か

らl応部周縁に削り調整を絡す。

台付旅(9、10)・9はへラ切り後微で調整を施す。形態は台部、ロ縁部が強く外反、体下端が張
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り出し稜椀風を呈する。10

は台部に削り調整を施す。

蓋(1l~13) ・ 11 、 12は天

井部の削り調整のため切り

離しは不明である。13は厚

い自然利lのため切り縦しは

不明で、ツマミはリング状

を呈するものと考えられる。

ロ縁部は単純に外反する。

土師器(14):長聾底部であ

る。外面は休部が上から下

へ、斜め方向、底音flは全面

&J 
S 

d 
も
くミ

It刃

α 。

争。

手持ち削り調整を施し、内

面は縦方向の細かし、カキ討

~ ~ I∞ = 
A I ~ 48.30川主

士『ど/一一一ーヘ
調整を施す。焼成は赤褐色 ー 一 一

土器に近く比較的硬質であ
. '，0' . . . . . . ; . ~ . 60・ 2f

る。
第831ス| S I I 085 1:~火 í u";'糊‘

赤褐色土器( 1 5~19) : 15、 16は小型費、 1 7~19は丸底長聾である。 16は糸切り後体下端を削り調整、

外面は、ロクロカキ目調整を施す。17、18は同一個体の可能性がある。外面はロクロカキ目調整後

に縦方向の削り調整、内面は下半に手持ちカキ目調整を施す。19は外面が上半部にロクロカキ白調

整、その後下半は平行叩きと削り調整を施す。

SII086竪穴住居跡 (第86図 ・図版27、32)

地山砂層面で検出された。カマドは南壁東寄りに砂混じりの粘土で構築されている。燃焼部には

土師器聾が支脚として使用され、内部から須恵器好;、赤褐色土俸が出土している。

SI1086出土遺物 (第87図・図版74)

3 ~ 5 はカマド前床面、イ也は縫土である。

須恵器(1、2) :へラ切り後撫で調整を施した杯である。

赤褐急土器(3 ~ 5) : 3、4は底部丸底の長聾、 5は小型聾である。3の外面は縦方向の前IJり調整

で叩きは認められなし、。内面は斜め方向のカキ回調整である。4の外面は平行叩き、内面は同心円

の当て具痕跡が認められる。やや丸底を呈し、切り離しは不明である。

力子(6) :完形の刀子で柄には木質部が残る。

SI1087竪穴住居跡 (第88図 ・図版28、32)

地山砂層面で検出された。A、B、C3回の重複が認められた。カマドのみのAが新しく 、B、
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Cと古くなる。Aのカマドは東壁の南寄

りに粘土で構築され、袖部が良好に遺存

する。 Bのカマドは、遺存状況が良好で

北壁東寄りに粘土で構築されている。燃

焼部内には、須恵器杯破片等が認められ

る。Cのカマドは北西部に黄色粘土で構

築され、北側袖部が削平されている。柱

掘り方は、 Bに伴う 2本が検出されてい

る。

511087出土遺物 (第89図・図版75)

1.......5はA埋土、6-8はB埋土、9

-13はC埋土である。

須恵器(1 .......13) :杯(1 .......11)・Aの1.......5 

はへラ切り、軽い撫で調整である。2は

底部に 「官」の盤替がある。8の6-8、

Cの9.......11はへラ切り、軽い微で調整で

ある。

台付事不(12、13)・へラ切り、軽い撫で

調整を施す。両者の内外面には自然糊が

認められる。

511088竪穴住居跡 (第90図・図版28)

1 ; 3 1・個

~85図 S 11085!経穴住居跡出土遺物

511091、5B1083と重被し、それらよりも古い。カマド、柱掘り方は認められない。

511088出土遺物 (第89図・図版75)

すべて楼土出土である。

須恵器(14、15):へラ切りの杯である。14は底部にていねいな撫で調整を施す。

赤褐色土器(16):体下半から底部全面に及ぶ削り調整を施すが、かすかに糸切り痕跡が認められる。

灯明肌として使用している。

砥石(17):欠損した凝灰岩質の低石である。

鉄鎌(18):中子がわずかに欠損している。

511089竪穴住居跡 (第91図 ・図版29)

地山砂層直上の褐色砂層面で検出された。511090と重敏し、それより新しくカマドは認められな

い。柱と考えられる ピッ トが数本認められる。

511090竪穴住居跡 (第91図 ・図版29)
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S81083、S[1089と依砲し、

(那89凶

は点慨に|再築され、 S81083

-淵i

の掘り }Jによって耐側袖部

カマド

赤禍色土器(19):外I(IHよn

叩き副主跡、l付l自iもnクnカ

が削平されている。柱掛り

カマド内11¥1:である。

クロカキ [10';.1'4般のドに

}j等は認められない。

それらよりも内L、。

SI1090出土遺物

キFL訓牧である。

-図版75)

(郡90SII091竪穴住居跡

図 ・凶版28)
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B カマド、住掘り

(第92

地山砂防直上の褐色砂附

方等6よ4Zめられたい。

SI1092竪穴住居跡

図 ・凶版29)

り新しL、。

l面で検出された。カマドは
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J) 東壁北~りに粘七で構築さ

tげ1.府印)，川11C 

れ、制Itfll及び煙道部の遺作

し部がSD1100~，こよって彼峻

されている。燃焼部には、

状況は良好であるが、側Ii¥

土師官普及び~Jü.!X加の俄 Jj が

認められ、支脚に使用され

\~-
たものと~えられる。

: 30.....'m (都93図SI1092出土遺物
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1 ( 4 -423) 2(4-424) 

3(4-425) 
も。。

部87図 S 1 1086竪穴住居跡出土造物

1は樫土、2はカマド、3は床面出土である。

。
1 l 3 同値

須恵器(1、2):亦(1 )・体下端から底部全面に向IJり調整があり、切り離しは不明である。体部に

「弁」の墨書がある。

蓋(2 )・天井部はへラ切り後に織で調整を施す。

土師器(3) :外面と内面口縁部は、それぞれ縦、横方向のカキ回調整、内面体部はへラによる撫で

つけて・ある。

SI1093竪穴住居跡 (第79図)

削平をうけ壁、カマド、掘り方等は認められないが、床面の一部としてわずかに焼土が認められ

るのみである。

SI叩94竪穴住居跡 (第94図・図版30)

S11098と重複し、 これより古L、。カマドの一部と考えられる焼土が南壁に認められたが、構造は

不明である。柱掘り方等は認められなL、。

SI1094出土遺物 (第93図・図版76)

埋土出土である。

須恵器(4 ........ 6) :杯(4、5)・へラ切り後撫で調整を施す。
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蓋(6)・天井部は撫で調整が顕著で切り荷量しは不明である。

(第95図 ・図版30)SI1095竪穴住居跡

これより新しい。カマ ドは遺存状況が良好で束壁北寄りに粕土で構築されていSIl096と重復し、

る。煙道部は壁外に8Scm程延びている。北袖先端部には、土師器聾を倒立させ補強材としている。

， 、
を残し削り調整を施した亦である。

須恵器(1):へラ切り後底部局縁

2はカマド北側袖出

受けて赤変している。柱掘り方等

土師器(2) :長聾。ロクロ不使用

のため土師器としたが、外面は叩

燃焼都内面及び両袖内面が火熱を

(第96図 ・図SI1095出土遺物

は認められない。

1は埋土、

土である。

版76)

三二ゴ?なでァ科r.....

きを施すなど須恵骨量の製作技法が

導入されており、底部形態も丸底

粘土紐痕跡が顕著である。

の可能性を否定できなL、。内面は

m
E』
』

句，‘

• •. • • • • •. •• •• •• • 
l
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0
0
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S 1 1088・S1 1091駿穴住居跡

第91図
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第90図
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SI 1 096竪穴住居跡
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これらより古い。東壁北寄りに粘土で構築されているが、北袖の大半が

てl

A 

SI1085、1097と重複し、

S11097によって敏嬢されている。煙道部

は壁外に4()cm程延ひ・ている。両袖の先端

S ¥ \Çj~b. 

部には土師器聾を補強材に使用している。

5はカマ

(第96図 ・図版76、

8、10、11は埋土、

柱掘り方等は認められなし、。

SI1096出土遺物

4、

77) 

3、

47 . 60rn ~' A 

τ?て~←~~ー‘j

? 1jω 

S 1 1094・S1 1098喉?にf:EI持制:

9はカマ7、6はカマド燃焼部、ド北、

ド南出土である。

4 )・3はへラ須恵器(3 ...__ 6) :杯(3、

切り後ていねいな撫で調整を施す。4は

糸切り無調整で、内面には油煙が付着し

;ミミご)でヨ

~ 

48.00 rn.e B 

第941支l

A 

47.60mg 

S 1 1095'暗穴住!日;・跡
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部98図 S 1 1097竪火H:'，';'跡

灯明E且と考えられる。

台付亦(5)・へラ切り後削り調整を施し、台

内部には一部漆が付着する。

蓋(6 )・天弁部は削り調整、ツマミを付した

後に周縁に織で調整を施す。

土師器(7.......9) :いずれも小型の聾である。7

はロ縁8sに浅い枕線が巡る{也、 ロ縁部から頚部

48.∞m主:

1 ( 4 -464) 
， ... 

にかけて工具による 9条の、また8はロ縁部に 部99凶 S 1 1097竪穴住民跡tBt遺物

1 条の枕線が巡る。両者とむ内外面は、カキ回調墜を~す。 9 は体下端を手持ち削り調盤、底部は

織で調整を施す。外面はカキ白調整、内面はへラ撫で調整が認められる。

磁石(10、11): 10は斜めに努たれた小孔が欠損している。

SI1097竪穴住居跡 (第98図・図版31、32)

SI1096と重複し、これより新しい。カマドは東壁南寄りに機策されている。両袖部には平瓦の舷

片を補強材とし、燃焼部には丸瓦を倒立させて支脚としている。両袖内面及び燃焼部は火熱を受け

赤変している。柱掘り方等は認められない。

SI1097出土遺物 (第99図・図版77)

床面出土である。

土師器(1 ) :外面はカキ目調整の後に部分的な削り調整、内面は粗いカキ目調整を施す。

SI1098竪穴住居跡 (那94図・図版30)

SI1094と重複し、これより新しい。カマド、柱掘り方とも認められない。



必-466)

ノρI
l
o
i
-
-
1
¥
 

第 1 00~1 ぷ十'，:l'.l'.j立物

5(4 -469) 
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5Al099ピット群 (第79図)

調査区西半部の地山砂府面で検出された ピッ ト群である。一部5D1100に平行しているピット列

が認められる。ピγ 卜群の一部の埋土からは近世以降の陶磁骨量片が検出されたことから、時期的に

は新しいものと考えられる。

501100溝 (第79図)

南北方向に伸びる幅40~6()cm、 深さ 15~2()cmの絡で、 5Il092、 1096、 1097を切っている。 調査基

準線に対し北で約16度東に偏している。5A1099とは切り合い関係が認められない。

表土出土遺物 (第100図 ・図版77)

須恵器(l~7) : 亦(l ~ 4 ) ・ 1 、 2 はへラ切り後縫い撫で調整を施す。 1 、 2 は底部にそれぞれ

「費J、 「厨」の鑑留がある。 3、4は糸切り無調整である。3は体部外面に「最」、 「上Jと底

部に「最上」 、4は「口部万I5Jの墨書が認められる。

蓋(5、6)・5は削り調整、 6は撫て・調整のため切離しは不明である。5は内面を転用硯として

いる。 6は天井部に 「大」の墨書がある。

台付亦(7 )・へラ切りである。台内部に 「下郡Jの墨書がある。
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W ま と め

1 ) 第54次調査 :秋田城跡外郭の変遷と年代について

平成元年度及び2年度にわたって実施した第54次調査はSGI031湿地(SKI031土取り穴)内の約5

mに及ぶ古代の土層の堆積とそれに隣接して検出した外郭遺憐、また湿地内堆積層から出土した紀

年のある水筒、漆紙文zなどから、外郭の変遷とその年代を考察する上で大きな成果があった。
これまでの外郭調査の結果については既に各年度毎の概報で報告しており、平成元年度の第16回

古代城陽官街遺跡検討会ではこれまでの外邦調査の成果についてまとめて発表している(註1)。 そ

の概略は以下のようになっている。

① 外却は 1WIからW期までの変遷がある。

① 1 JUIからIIWHt築地、IIIWIからV期は布掘り溝を伴う材木塀、 W期は大桃が外郭施設として

隣接された。

① 倉IJ越の築地の構築時期については関連する遺構から出土する土器から8世紀中頃を中心とす

る時期で史料に「阿支太線Jとみえる天平宝字四年(760)頃と考えられる(註2)。

①外郭施設が築地から材木塀に変化する時期はこれまで布掘り務埋土と締を跨ぐ織状建物の掘り

方思土から出土する赤褐色土器A(回転糸切り、無調整、酸化炎焼)の年代から大きく 9世紀後

半の時期がJPえられていた。 しかし平成元年度の調査の結果、 111期材木塀の悌築時期は延暦十

五年以降の、 しかむこれに近い、8世紀末から 9世紀初頭の時期に求められることが判明した

(註3)。

平成二年度も引き続き間査を実施した結果さ らに外郭の変遷と年代について明確になった事項が

あり、ここでその慨略をまとめみたい。

0創建 築 地
SK1031土取り穴埋土 ・覆土上で検出した築地崩壊土・崩襲瓦層はslJ建築地のものと判明し、こ

れより上陪の47府 ・上位木炭層とした土居からは30点以上の漆紙文書が出土した。 解説した文留は

まだ数点のみで本概報ではいずれも実訊1)図、内容等については全ての解説が終了した時点で文字資

料集として報告する予定のため割愛している。とのうちの一点は天平宝字三年の具注暦の断筒、 一

点は天平宝字の元号・と出羽国司「守小野朝臣竹良J、「介百済玉三忠」の自署があり、二人の在任・昇

格の記録から天平勝宝六年(754)から天平宝字三年(759)までのものと判明 した「解」の文魯(註4)、

他にも天平宝字の元号・のみえるもの、ほぼ完全に復元できる「鮒形騨家」から発信された「書状Jなど

がある。これら文書は天平宝字年聞を中心とする漆紙文書と考えられ、各文書の保管期間も考慮。こ

入れ、廃棄時期については慎重な検討が必要であるが、ただ天平宝字三年の具注!曾は翌年には不用

となり、保管必要のないものでもある。この具注暦については、少なくとも天平宝字四年以降のこ

れに近い時期にフタ紙として使用され、他の漆紙文書とともに一括して破棄された可能性が大きい。

q
J
 



漆紙文書についての詳細な検討は別にするが、天平宝字年問、しかも四重手頃には創建築地が崩綾し

ていたものと考えられる。この時期、 8世紀中頃にすでに創建築地が崩渡していたとすれば、その

構築時期は、続日本紀天平五年の条にみえる出羽概秋田村高清水岡移遷の時期の求められる可能性

がでてきたわけである。このことについてはSK1031埋土の土稼の様相などを詳細に検討する必要

があるが、本項では紙数の関係もあり、出土土器については別の機会に考察を加える予定である。

創建築地に伴う外郭東門については現在、まだ明確になっていないが、仮に後の材木塀に伴うも

のと同位置であったとすれば、この時期の東門周辺は、南に土取り穴が大きく関口しており、その

周辺に竪穴住居跡が存在し、それを区画するピットデIJ、柱列が認められるという状況であったと考

えられる。 この時期の竪穴住居跡としてはSI1058.1059.1062~1066があるが、 同一地点が重複して

いるものが多く 、 同じに存在したとしても 1~2棟である。 {也に、建物跡になる可能性があるSA1

037柱列がある。

011期築地

創建築地の崩壊後、 II期築地の構築まで、どれだけの時間差があるのか明確ではないが、築地の

崩綾後の堆積層から出土した天平宝字年聞の漆紙文書の年代は、史料にみえる雄勝城、桃生滅の新

置(天平宝字三年)、多賀城碑文によれば藤原恵美朝臣朝狐による多賀城の修造(天平宝字六年など、

出羽 ・陸奥両国において城柵の修造、新置が行われた時期にあたっている。 r秩悶城」名称が史料

に初めて見えるのもこの時期であり、IIWJ築地の造営も漆紙文曹の年代に緩めて近いこの天平宝字

年間と考えられる。なお、47居からの多量の漆紙文書の出土、 54陪の完形の漆塗りの刷毛の出土、

56層とした鉄律、フイゴ羽口、木炭を多量に含む層の形成などは、このI期からII期に移行する際

の域内の施設造営など、漆工房、鍛冶工房の盛んな生産活動によるものと考えられる。II期築地の

存続期間内、 土取り穴に起因する湿地は I期崩綾土等で或る程度、埋ま った状態であるものの、完

全には埋まりきらず湿地の形状となっており、雨水が流れ込むと水溜りとなっていたもであり、こ

こに用材の不用なものや加工した時に出る木府、籾殻、 焼米、多種類の木製品など植物質のものが

木簡とともに投楽され、スクモ状の堆積層を形成した。このスクモ状の堆積は厚いところで1.5m

を計るが、下層スクモからは延暦十年(791)、上層スクモからは延暦十三年(794)の紀年のある木簡

が出土している。紀年の見えるものはこの二点だけであり、断言できないが、スクモ状の堆積はこ

の木簡の年代を中心とするある程度短い期間であった可能性がある。出土木簡の盛痕が比較的、遺

存状態の良好なものが多いことから、木簡類は廃楽後、比較的風化を受ける期聞を置かずに埋設し、

空気から遮断された状態となったものと考えられ、外郭III期木材塀に伴う14層とした整地粘土問が

この状況を作り出したものと理解された。このことから、H期築地は延暦年聞のしかも十三年に近

い 8 世紀末~9世紀初頭に JII期材木塀へ移行していった もので、その崩竣土の14層整地粘土居から

は瓦の集中的な出土がないことから、瓦葺きではなかったことが考えられるが、瓦を取り除いてか

ら、意識的に取り唆した可能性もある。史料からは木簡紀年の十年後に出羽国府の移転の問題を含
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み、出羽園、秋田放にとって大きな転機となった秋田波の披制を廃止し郡制の施行がなされたとさ

れる延暦二十三年(804)の記録がある(注5)0II期に伴ち外邦東門についても明確でないが、日I期

外邦*門住の掘り方と盛観する・段階古い掘り方が確認されていることから、ほぼ同位置にあり、

IIIJ例外郭東門の大規模な掘り方によって、駿されたものと判断された。同時期の遺構としてはSI10

47.......1055竪穴住居跡がSGI031の幌地の周縁で確認されている。

0 111期材木塀

m54次調査では材木塀は2時期しか確認していないが、口頭で述べたように外郭西辺調査の結果

をまとめた成樹検討会の発友では3時期の木材塀に区分されている。ノド次調査で冊期とした時期が、

さらに2時期に分かれることがJ7えられるが、今後、さらに検討が必要である。ここでは本次調査

で検出 した外郭遺織の区分にそって述べることとした。

111 JUJ材木塀の構築の時WJは既に述べたようにIIWl築地の存続期間内に形成されたスクモ状堆積出

上の紀年木簡から8t佐期末から9世紀初頭にもとめられる。また、その終末は、 NWJの遺榊である

S81001掘立柱建物跡の憐築而である 7層焼土、炭化物防の継続時と37えられる。この7府焼J二・

鋭化物層は大火災の所産による もので、 向層内からは赤褐色土器~A とした酸化炎焼1夜、 函転糸切り

無調整の綜型土器が多量に出上している。これら赤褐色土踏Aは9世紀後半を中心に位置づけられ

る七路であることから、lTIJUJの終末もこの時期に求められよう。なお、史料からは元慶二年(878)

に欣回成の諸施設が焼失した、 いわゆる元慶の乱があり、この7府焼土、炭化物問も これに関辿す

るものと考えられる(註6)0111則に人る遺構としてはSB9988とした外郭東門、 Sll045、]046、100

2.......1023竪穴住居跡があり、竪穴住居跡は I期 ・II期に比較して笛、集した状況となっており、しか

も同位置に重複する例が多く 、頻繁に立て替えられている。S8998B外邦東門は直径約3m、深さ

約 1.7mの巨大な掘り方を有する八脚門で、柱位置は不明ながら、掘り方中心をとると梁間全長

6m、桁行全長9.6mとなり W期東門S四98Aより規模の大きいものである。

ON期材木塀

9l!t紀後半、元慶の乱と;考えられる大火災後に7府焼土 ・炭化物帰堆積を掘り込んで術祭されて

いる。材'埋設のための布掘り榔は111JUJのそれより、酋に位置し、1WI築地の構築面からは約2.7m

上位の面から掘り込まれている。材は後にV期の段階で抜き取られているが、務の底面で一辺約20

.......3()cmの角材の痕跡が認められることから、角材を立て並べた施設であると判断された。W期に入

る遺備としてはSB998A外弱点門、 S81001掘立柱建物跡(南北線、梁間2問、桁行3間)がありSB1

∞1の柱も V期の段階で放き取られている。SB998A東門はIH期と同様の掘立柱の八脚門で、援問
全長5.4m、桁行全長8.4mと1IIW1より規模が小さいものである。この時期の竪穴住居跡は検出

しておらず、居住区域としてのこの地域の性格に、大きな変化があったものと考えられる。

OV期以降について

V期とした本期は西辺外郭ではVIWlとした大潟によって外郭が憐成される時期に相当する可能性
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があるために設定したものである。外郭施設としてはSA997Aの後を継承する徳造物による区画

は認められない。S01078とした大溝状の掘り込みが従来の外郭線の東で検出しており、埋土から

の出土物がないことから時期を決定することができないが、西辺外郭の大溝と類似するものである。

V期に入る遺構としてはS81001と盤復する位置で、 これより規績の小さいS8999掘立柱建物跡(南

北線、梁間2問、桁行3間)を検出しているが竪穴住居跡は認められない。また、 V期には3層賀

補色砂によって、SG1031湿地の館地は完全に整地され、平坦面となっている。 V期の遺物として

は第3層出土の土器があるが、 W期の赤褐色土器Aと共通するもので9世紀後半以降という大きな

年代観でしか抱えることができない。仮に西辺W期に相当するものであれば西辺の大潟纏土からは

浅い皿型の赤褐色土器Aが出土しており、この土器は多賀成F:鮮土器に共通するものであることか

ら、 10世紀前半以降の時期が考えられる(註7)。なお、多賀城F群土器については12世紀末頃まで

の年代が考えられているが、秩回滅の終駕時期という大きな問題を含んでおり、今後さらに検肘が

必要である。

0おわりに

本来、出土土器の詳細な検討の上で、外郭各期の年代が考察されなければならないが、紙面の関

係から、紀年のある木筒、漆紙文穫を主体に外郭の変遷と年代についてその概略をまとめた次第で

ある。今後、出土土器を中心に検討を加え、外郭各期の年代について再考察を加える予定である。

また、木筒、漆紙文容についても平成3年度に研究紀要II(r文字資料集J)として、ま とめて報告す

る予定である。 SG1031湿地出土の多種類の木製品については平成3年度の報告になる。

註 1: 小松正夫 「秋田波跡発掘調査の成果Jr第16回古代棋締官街遺跡検討会資料J1990年
註2: r大日本古文書』天平宝字四年 「丸部足人解」に 「阿支太域米jとあり、また 『日本後

紀』延暦二十三年紀では 「秋図披建置以来四十余年Jとあることから逆算すると、これ

も天平宝字四年頃になる。

註3: 秋田城跡 f平成元年度発掘調査続報』秋田市教育委員会 1990年

註4: 11'続日本紀』天平宝字四年正月四日条、小野WJ臣竹l込・百済玉三忠が従五位下、正六位

上から各々、位が一階上がっている。

註5: r日本後紀』延暦二十三年十一月二十二日条
註6: r三代実録』元慶二年三月二十九日条

註7: 白鳥良一「多賀城出土土器の変遷」宮城県多貿易実跡調査研究所 『研究紀要WJ1980年
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2) 第55次調査:検出遺構と年代について

第55次調査地の周辺は数度にわたる現状変更に伴う事前調査と第27次(註1)・第28次調査(註2) 

を実施しているが、土取り穴跡等の他に明確な遺構は検出されていなかった。今次調査の結果、政

庁域の北方約60mの地区で掘立柱建物跡1棟、竪穴住居跡16軒等を検出した。

調査区内の西側で検出されたSB1083掘立柱建物跡は、調査区の西方約30mの地点で実施した第2

8次調査検出のSB017A掘立柱建物跡とは南北棟 (SB1083)と東西棟 (SB017A)の違いが認められ

るが、建物方向がほぼ同じであること、掘り方の大きさ、深さがほぼ同規模であることなどから関

連する建物跡と考えられる。

竪穴住居跡は、方位が調査軸線にほぼ一致するもの(A類)、其北に対して北で束に約10-15度振

れるもの(B類)、約20-25度振れるもの(C類)、振れ方が不明なもの(D類)の4分類が可能である。

ただし、 D類については削平や調査区域外のため方位が不明なものである。

A類......SI1085，1086， 1087， 1089， 1090 

B類......SI1091，1094， 1095， 1098 

C類一....SI1084，1088， 1092， 1096 

D類......SI1093，1097 

A類の中で、 SI1089とSI1090との新旧関係が(旧)SIl090→(新)S11098と認められた。一方、 S110

87においてはカマドの作り替えが3回認められ、それに伴って住居の大きさを変えている。住居内

埋土から出土した土器は杯形の須恵器で、いずれむへラ切り後軽い撫で調整のものだけである。出

土土器の多いSI1085とS11086については切り合い関係が認められず、埋土出土の土器は、ヘラ切り

後軽い撫で調整を施す亦形の須恵骨量が主流をなしており、前者には埋土より糸切り後へラ削り調整

のものが 1点出土している。さらに両住居跡には体下半部から底部にかけて叩き整形、体上半部は

ロクロ整形を施す丸底の赤褐色土器長胴聾形土器がSIl085は埋土、 SI1086はカマド前床面より出土

している。

B頬の中で、 SI1094とS11098との新旧関係が(I日)SIl094→(新)S11098と認められた。向頬に含ま

れるSI1094とS11095の出土土器はその絶対量が少ないが、埋土よりへラ切り後撫で調整を施すもの

や、へラ切り後削り調整を施した杯形の須恵器が出土している。

C類の中では新旧関係は認められない。SIl084とSIl088は、方位は一致するものの近接し過ぎる

ことから同時存在の可能性はな く2期の可能性が考えられる。肉類に含まれるSIl092とSI1096出土

土器は杯形の須恵器が主で、 SIl092埋土より削り調整を施したもの、 SIl096埋土よりへラ切り後撫

で調整を施したものと糸切り無調整のものが出土している。SI1096 0)カマド付近よりロ縁部から頚

部にかけて数条の沈線を巡らした土師怨聾形土器が出土している。

A-C類に属する住居跡で、それぞれにカマドの切り合いより新旧関係を示すものに、 SI1085，1 

095，1096がある。カマドの新旧関係や出土土器から(I日)S11096→1095→1085(新)の関係が考えられ
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る。これを鎮別に検討するならば C→B→A が考えられる。さらにC類には2期、 B頬には2

期、 A類には3期の変遷が認められることから(旧)C，ルCl -8，→62→A，→A2→AJ(l1Dが考え

られる。

出土土1)告を概観し、竪穴住居跡の年代について述べてみたい。

須忠告告書不形土器については、へラ切り撫で調整が主流をなし、S11088樫土出土の糸切り無捌整、

SI1085樫土出土の糸切り削り調盤、さらにS11096・1088怨土出土の糸切り無調整のものがわずかに

認められる。へラ切り撫で調整およびへラ削り調整の界形土器・は第54次調査のSG(SK)1031上取り

穴最下宿の埋土から出土している。SG(SK)1031については天平五年(733)の「出羽燭Jの可能性

があることから、前述の両調整技法は、 8世紀前半後葉の一般的調整技法と考えられる。また、ヘ

ラ切り無調整(軽い撫で調盤合む)については、二次調教がほぼ消滅する8世紀後半後撲から、糸

切りが一般的となる 9世紀後半までの問、すなわち8世紀後半・から9世紀前半に主流をなすものと

考えられる。向調査区においては、堅穴住居跡の床面およびカマド等から糸切り無調整の亦形士滋

は検出されず、理土からわずかに出土するのみである。

SI1096出土のロ縁部から頭部に沈線を巡らせた土師器費形上蹄は、 l拘述のへラ切り削り調整の須

恵様亦同様に、第臼次土取り穴から出土しており、向じく 8世紀前半以降の年代が考えられる。

赤褐色土器では体下半部から底部にかけて叩き整形、体I::~幹部はロクロ整形を施した丸底を呈す

る聾形上告告が出土している。さらに小形聾形土器は、頚部が 「くJの字状に外反し、口容部近くで

魁<1丘立しする。また体上主幹部はロクロ整形され、 一部叩き瓜が認められる。全体的に務手で焼成

は良好、明僅色~赤褐色の色調をfi?びる。これらの赤褐色ヒ器・は須恵器製作工程の一面をもち、 土

師部・特有の長胴形の形態や酸化炎焼成等、須恵器と土師器・の妓法をあわせもっという特徴的な土器・

である。このような土器は、払図繍跡昭和50年度第7次調査(註3)検出の土機より、 「嘉枠二年J

(849)の木簡と回転糸切りで体部下半に回転削り調整を施した酸化炎焼成の赤褐色土器・掠と共伴し

ており、本調査区でもSIl088埋上から一点出土している。

以上のことから、第55次捌査検出盛穴住居跡の年代は、8世紀後半を中心とし、上限は8枇紀前

半後裁から、下限は9i!t紀前半頃までと考えられる。

註 1: 秋図城跡『昭和54年度発掘調査概報』秋田市教背番員会 1980年

註2: 秋田披跡 『昭和55年度発掘調査概報』秋回市教育委員会 1981年

註3: 払悶樹跡 『昭和50年度発掘調査概要』秋田県教育委員会 1975年
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環境整備事業 (鵜ノ木地区第一次10ヶ年計画)

史跡秩回城跡の環境整備事業は、秩田市制100周年記念事業として平成元年度より実施した。本

整備事業は昭和59年度から向61年の3ヶ年をかけてまとめた秋田城跡整備基本計画を基に、 7名の

委員により構成されている秩田城跡環境整備指導委員会の助言のもとに実施されている。

( 1 ) 基本梅想

秋悶城跡整備基本計画における基本構想についての概要は、下記のとおりとなっている。

統一テーマ 「高清水の丘づくりJ

1 )歴史的環境作り 2)原風景づくり 3)¥，、こいの空間づくり

4 )居住地の環境づくり 5)管理運営計画づくり

以上の構想をもとに秋岡城跡整備指務委員会の指滋を得、当初の整備地として東辺外郭東側の鵜

ノ木地区を選定し、 「古代生活ゾーンJ地区の第一次10ヶ年計画として整備に着手した。

( 2 ) 平成元年度の整備

平成元年度に実施した秋田城跡の整備は、鵜ノ木地区北端部の縄文時代から平安時代まで続いた

沼を複元した。この沼については、あくまでも自然の感じを出すために底部は砂 :粘土:砂利25mm

1 1: 2の割合の叩き粘土とした。また、整備前のこの付近は、ヨシの密生地となっていたが遺

構面まで綬が入り込んでいたりして、ヨシの伐根が完全にできなかった。そこで、叩き粘土下のC

-40路盤を10cm厚としたり、叩き粘土と砕石路盤との聞にm'当り10kgのセメン卜を散いて薄い膜を

作りヨシの発芽を防止した。

また、圃路ゃ境界との取り付き関係で汀に土留めが必要な所にはプラ擬木で土留を施した。沼の

全体については、園路及び現地形との関係で全体を復元できなかった部分をプラ擁木でGLより10

cmuち上げ表示した。

闇路に関してはアス フアルト等2次製品を用いず、$-5、$-13等粒子のこまい採石を用いる

舗装とした。もっぱら歩行する程度の舗装厚であるが、年数回程度の管理用自動車の通行には耐え

られるものとしてある。

その他 その他この地区の給水計画に基づき、φ2加mの散水栓l個所、将来周回定式止水栓φ20

mm'φ4()nm各 1個所づっ設置する給水設備工事も突施した。
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工事の概要はつぎのとおりである。

実施地区 鵜ノ木地区 (第 1期工事)

実施面積 5.400m' 総事業費 15.447千円

工種 細 自 数量 金額 備 考

敷地 WJ 士. t .400m' 721 招部整地

造成工 4綴 七 t .316m' 1.258 11 -山砂

闇路 法覆工 40m' 30 盛 ・切法面整形、種子吹付

広場工 排水工 102m 1.857 300A.BU型側溝63m、雑割石側溝約40m、他

路面工 296m' 256 W=3.0m、路盤C-40、0.1厚、表層0.05厚、延長10m

遺整備工 復元工 1.620m' 3.382 沼復元、深0.1、叩き粘土0.1厚、路量産C-400.1厚

修景 植裁工 76本 505 ケヤキ、クロマツ、ドウダソツツジ、サツキ(大盃)

施設工 芝工 種子吹付、自クローパ一、ペントグラスハイランド

3. 320m' 427 ケンタ γキーフ.ルーグラス、混植

休施設工 ベンチ 8基 613 木製ペンチ、L=1.8m、W=0.45m

管施設工 出入口 12m' 143 砕石舗装、車止め0.25x 0.25 x 0.8(厳木)5基

給水設備 給水φ4加mメーター 1基、散水栓φ2()nm1個所

工事 1.180 将来用、固定式止水栓ゆ20・rt4伽1m1個所づっ

直接

工事費計 10.37L 

( 3 ) 平成2年度の整備

平成2年度に実施した秩図城跡の整備は、元年度整備地の西側及び利用者の使を計るための公園

灯設置工事、及び案内板、樋裁の充実を計った。また、発掘調査で検出されて以来水の湧きでてい

る弁戸に覆屋をかける遺構覆屋設置工事も行った。覆屋に関しては、将来展望として北西側の築地、

外郭東門の復元を考えていることから “らしさ"を強調したデザイソとした。

公園灯は、将来的にこの地区では5基の照明を考えているが本年度は3基の設置を行った。灯具

の形状は、箱型、周囲を強化ガラスで覆っているもので、灯具上部は光の散乱を防ぐため反射板を

使用している。灯具は、マルチハロゲソラ γプ400Wを使用した。

覆屋内の採光については、四方に連子窓を採用した。柱は丸柱で(φ0.18m)、床面はインターロ ッ

キングブロック敷きとし、弁側の回りは、コンクリ ー ト擬木L型ブロックを用い土留めとした。
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工事の続要はつぎのとおりである。

実施地区 鵜ノ木地区 (第2期工事)

実施面積 254m' 総事業費 1，5000千円

工種 細 目 数量 金額 備 考

敷地 切土 25m' 23 法面整地

造成工 盛土 77m・ 115 広場 ・将来のトイレ用地のため
闇路 法覆工 40m' 35 盛 ・切法面張り芝

広場工 緋水工 25m 349 雑割石側溝25m、450型溜桝1基

遺跡 表示工 3基 118 遺跡表示用石柱、白みかげ石

整備工 1式 1，718 鉄平石石張り35m、遺構説明板(男鹿石)縁台、他

修景 植裁工 302本 1，032 クロマツ、ドウダソツツジ、サツキ(大盃)

施設工 芝工 種子吹付、自クローパ一、ベソ卜グラスハイランド

125m' 14 ケンタッキーブルーグラス、混植

管施設工 サイ γ 1基 997 縦型木製案内板(1部掘り込み、 1部アルフォト)

弁戸覆屋 木造瓦葺き19.9m'

設置工事 1式 4，114 床イソターブロッキング敷き

公園灯 H=5m 

設置工事 l式 1，561 マルチハロゲγランプ400W 3基

直接

工事費計 10，076 

平成元年 ・2年度慾備地



覆 屋 内部



図版 1 第54次調査航空写真



図版2 上・下第54次調査航空写真 (平成元年度調査)



図版3 上 ・第54次調査全景(西から )
下 .S A 1038-1040柱列、 S0 1076;帯状遺構 (北から )



図 版 4 上 .S G 1031湿地全景 (南から)平成元年度調査
下 .S G 1031湿地土層断面 (北から)平成元年度調査



図版5 上 ・SG 1031出地16層造物出土状況 (北東から )
下 .S K 1031土取り穴述崇 (南から )



図版6 上 .S G l03li~地と I 期築地土塀崩壊瓦 (西から )
下 .SAI076杭列 (南東から )



図版7 上 ・SK 1031土取り穴 (南から)
下 .S K 1031土取り穴 (北から)



図版8 上 ・SK 1031土取り穴土層断面(北から )
下 .S K 1031土取り穴土層断面(北から )



図版9 上 ・漆紙文書集中出土地区土層断面 (北から)
下 ・外郭地区土層断面 (北から)



図版10 上 ・SA 1036土留めしがらみ杭列 (西から)
下 .SA1036土留めしがらみ杭列 (西から)



下 .S A 997 A材木塀
(北から )

図版11



図版12 上 .S F 1000 B築地土塀断面 (北から )平成元年度調査
A997 A. B材木塀布帰り溝断面 (北から )平成元年度調



図版13 上 .S G 1031湿地上位木炭層漆紙、土器出土状況(北から )
下 .S G 1031湿地上位木炭層漆紙、土器出土状況(北から)
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図版14
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図版16 上 .S 1 1045、1046竪穴住居跡、 SX 1074焼土遺精 (西から )
下 .S 1 1047、1053竪穴住居跡 (東から)



図版17 上 .S 1 1048、1054笠火住肘跡 (北から )
下 .S 1 1050、1051竪穴住居跡 (西から )



図版18 上 .S 1 1 049~琵穴住民・跡 ( 西から )
下 .S 1 1052'竪穴住.肘跡 (北から)



図版19 上 .S 1 1055竪穴住居跡 (東から )
1 1058， 1059， 1060， 1062竪穴住居跡 (西から)



図版20 上 .S 1 1063竪穴住居跡 (西から )
1 1058， 1059， 1060， 1062， 1066竪穴住居跡 (西から )



図版21

中 .S 1 1045カマド
(西から )

1 1049カマド
(西から )



図版22

1 1052カマド
(北から )

中 -
1 1055カマド
(束から)
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図版23 上 ・第55次調
下 ・第55次調

地遠景，発掘前 (南西から
検出遺構全景(東から )



. 
-

中 .S B 1083建物跡
柱掘り方断面

下 .S B 1083建物跡
柱掘り方断面

図版24



図版25 S B 1083建物跡柱掘り方断



図版26 上 ・竪穴住居跡群遠景 (東から )
下 .S 1 1084笠穴住居跡、 (南から )



図版27 上 .S 1 1085竪穴住居跡(南から)
下 .S 1 1086竪穴住居跡(東から)



図版28 上 .S 1 1087竪穴住
下 .S 1 1088. 1091 



図版29 1 1089， 
1 1092 

跡 (南から )
から)



図版30
下 ・

穴住居跡 (南から )
跡 (南から )



図版31 上 ・S1 1096竪穴住居跡 (南から )
下 .S 1 1097竪穴住居跡 (南から )



図版32

1 1087カマド
(南から)
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